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今月の表紙
日吉夢産地で開催され

た「愛ある鬼嫁コンテス

ト」。花冷えの雨の天候

となりましたが、参加者

たちはステージ上から熱

い愛を叫んでいました。

（Ｐ18掲載）
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人口と世帯数　 3月31日現在
人　口	 9,469人	 （―48）
男　性	 4,443人	 （―11）
女　性	 5,026人	 （―37）
世帯数	 4,843世帯	（+  1）
※（　）は前月比です。

5月 May
日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

4/30 1 2 3  憲法記念日 4  みどりの日 5  こどもの日

　 近永・泉

6

7 8 9 10 11

　　  日吉

12

　 好藤・愛治・三島

13

　 泉

14 15 16 17 18 19

　 　 近永・泉

20

21 22 23 24 25

　　  日吉

26

　 好藤・愛治・三島

27

　 三島・日吉

28 29 30 31 6/1 6/2 6/3

休日当番医
日 医院名・電話番号

3 宇和島徳洲会病院外科☎22-2811
宇和島徳洲会病院内科☎22-2811 上田小児科☎25-0100

4 JCHO宇和島病院外科☎22-5616
JCHO宇和島病院内科☎22-5616 こおり小児科☎24-5633

5 市立宇和島病院外科☎25-1111
市立宇和島病院内科☎25-1111 市立宇和島病院小児科☎25-1111

7 松﨑クリニック☎58-4828
水谷医院☎52-0144 市立宇和島病院小児科☎25-1111

14 口羽外科胃腸科医院☎32-5000
橋本内科クリニック☎52-0808 上田小児科☎25-0100

21 溜尾整形外科☎52-3133
あべ医院☎32-2616 こおり小児科☎24-5633

28 いしむら整形外科☎20-6635
永井内科医院☎32-6688 市立宇和島病院小児科☎25-1111

健康診査・がん検診・超音波検診（腹部エコー）
日 場所 受付時間 健診(※) 超音波 子宮がん
9

日吉保健センター

8:30～10:30 ― ○ ―

10
8:30～11:00 ○ ○ ―11

12

15 広見体育センター
9:30～11:00

― ―
○（体･頸）

13:00～14:00 ○（頸）

16 大宿集会所 8:30～10:00 ○ ― ―

17 奈良中集会所 8:30～10:30 ○ ― ―

18 奈良下集会所 8:30～11:00 ○ ― ―

19 小倉コミセン 8:30～10:30 ○ ― ―

※健康診査・肺 CR、胃・大腸・前立腺・肺炎
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人
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人 古

英
P 犬
…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとニコールとジョンの英会話教室
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▲玄関前でテープカット

▲町長あいさつ

▲感謝状贈呈 ▲園児によるくす玉割開披

令
和
５
年
度
保
育
施
設
の
開
園
に
あ
た
っ
て

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
渡
る
青
葉
の
き
れ
い

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
二
次
鬼

北
町
長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
「
自
然
豊
か
な

心
豊
か
な
暮
ら
し
豊
か
な
ま
ち
き
ほ
く
」
の
将

来
像
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
積
極
的
な
事
業
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町
内
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
元
年
か
ら
議
会
と
協
議
を
重
ね
、
町
と
し
て
の
具
体
的
な
検

討
に
着
手
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
「
鬼
北
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
以
降
は
、
地
域
住
民
と
各
保
育
所
の
保
護
者
の
皆
様
に
町

内
７
つ
の
保
育
所
を
２
つ
の
認
定
こ
ど
も
園
と
１
つ
の
保
育
園
の
３
園
体

制
と
す
る
こ
と
を
町
の
方
針
と
し
て
お
伝
え
し
、
意
見
を
交
わ
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
つ
の
保
育
所
を
閉
所
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
が
、
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
つ
つ
が
な
く
保
育
所
再
編

が
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
保
育
時
間
の
延
長
、
一
時
預
か
り
保
育
、
日
曜
保
育
な
ど
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
も
併
せ
て
決
定
し
、
統
合
保
育
所

と
し
て
「
き
ほ
く
の
里
保
育
園
」
を
令
和
４
年
８
月
に
工
事
に
着
手
、

令
和
５
年
３
月
に
充
実
し
た
保
育
環
境
を
整
備
し
、
少
子
化
と
い
う
厳

し
い
時
代
を
迎
え
て
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設
と
し
て

完
成
し
た
こ
と
は
、
感
慨
深
く
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
度
の
統
廃
合
を
機
会
に
、「
さ
く
ら
保
育
所
」
が
「
認

定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
」
に
、
ま
た
、「
小
松
保
育
所
」
が
「
認
定
こ
ど
も

園
ゆ
ず
っ
こ
」
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
施
設
の
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
保
護
者
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、
安
全
、
か
つ
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

施
設
と
し
て
、
熱
意
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
良
質
な
保
育
を

提
供
す
る
よ
う
運
営
に
努
め
ま
す
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
行
政
の
一
層

の
進
展
に
鋭
意
務
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

き
ほ
く
の
里
保
育
園

●
開
園
！

か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て
来
ま
し
た
「
き

ほ
く
の
里
保
育
園
」
が
４
月
に
開
園
い
た
し

ま
し
た
。
町
・
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
木
造
建
築
で
温
か
み
の
あ
る
建
物
と
な
り

ま
し
た
。

４
月
８
日
に
は
落
成
式
を
行
い
、
議
会
議

員
各
位
、
近
隣
行
政
区
長
の
皆
様
、
設
計
・

建
設
工
事
の
各
企
業
代
表
者
な
ど
に
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

園
庭
で
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
後
、
に
こ
に
こ
ホ
ー
ル
（
遊
戯
室
）
に

お
い
て
行
っ
た
式
典
で
は
、
園
児
た
ち
が
く
す

玉
を
割
り
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

祝
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【
き
ほ
く
の
里
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　    

園
長
　
市
山
　
陽
子
】

近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
に
、
木
造
平

屋
建
て
の
新
園
舎
き
ほ
く
の
里
保
育
園
が
完

成
し
、
４
月
８
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
・
県
産
材
で
あ
る
杉
や
ヒ
ノ
キ
が
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
園
舎
に
入
る
と
、

ま
ず
心
地
よ
い
木
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

そ
の
次
に
目
に
入
っ
て
く
る
の
が
、
各
保
育

室
に
接
し
た
長
い
廊
下
で
す
。
見
渡
し
が
良

く
、
遠
く
の
保
育
室
か
ら
子
ど
も
達
が
手
を

振
っ
て
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
今
年
度
か

ら
、
ク
ラ
ス
名
を
年
長
か
ら
順
に
め
ろ
ん
組
・

ば
な
な
組
・
い
ち
ご
組
・
も
も
組
・
み
か
ん
組
・

さ
く
ら
ん
ぼ
組
と
、
成
長
す
る
と
美
味
し
く

実
る
、
み
ん
な
の
大
好
き
な
果
物
の
名
前
に

変
更
し
ま
し
た
（
全
保
育
園
統
一
）。

定
員
１
５
０
名
の
う
ち
、
今
年
度
は

１
３
８
名
が
在
籍
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
各
ク
ラ
ス
所
狭
し
と
玩
具
を
出
し
て
に

ぎ
や
か
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
園
内
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
『
ゆ
め
ぽ
っ
け
』
も
あ
り
、
連
日
親
子

で
来
園
し
て
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、子
ど
も
さ
ん
の
成
長
に
つ
い
て
な
ど
、

職
員
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

木
の
温
か
み
を
感
じ
な
が
ら
、
今
後
の
び

の
び
と
沢
山
の
感
動
体
験
を
通
し
て
、
豊
か

な
心
と
体
を
育
み
、
地
域
に
根
差
し
た
保
育

園
と
な
れ
る
よ
う
、
多
方
面
と
の
つ
な
が
り

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　     

園
長
　
山
口
　
桂
子
】

奈
良
の
国
道
３
２
０
号
沿
い
に
あ
る
名
前

の
通
り
桜
が
き
れ
い
な
「
さ
く
ら
保
育
所
」

は
４
月
１
日
、「
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
」

に
名
前
が
変
わ
り
、
新
入
児
の
お
友
達
を
迎

え
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
開
園
し
ま
し
た
。

毎
日
の
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
、「
げ

ん
き
な
カ
ラ
ダ
」「
ゆ
た
か
な
コ
コ
ロ
」「
が

ん
ば
る
キ
モ
チ
」「
か
ん
が
え
る
チ
カ
ラ
」

を
育
み
な
が
ら
、
心
も
身
体
も
ぐ
ん
ぐ
ん
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

桜
の
花
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
に
も
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
「
認
定
こ
ど
も
園
さ
く

ら
」
と
な
れ
ま
す
よ
う
に
…
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　  

園
長
　
清
家
　
由
利
子
】

３
月
31
日
に
閉
所
と
な
っ
た
み
ど
り
保
育

所
と
小
松
保
育
所
が
統
合
し
、
新
た
に
「
認

定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
」
が
開
園
し
ま
し
た
。

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
開
園
式
・
入
園
式
で

は
、
め
ろ
ん
組
園
児
が
踊
り
と
く
す
玉
で
に

ぎ
や
か
に
開
園
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
日
々
の
保
育
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
大
切
に
し
な
が
ら
様
々
な
体

験
を
し
、
日
吉
っ
子
と
三
島
っ
子
が
一
緒
に

な
っ
た
「
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
」
ら
し

い
保
育
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４月１開園
きほくの里保育園

４月１開園
認定こども園

さくら

４月１開園
認定こども園

ゆずっこ

広報きほく　2023.5 4



きほくの里保育園に
併設されました！ 子育て支援センター

ゆめぽっけ

思い出の園舎と
お別れ…

（閉所式の様子）

みんなあつまれ！ともだちいっぱい えがおいっぱい！

３月末に閉所となった保育所では、閉所式が行われ、これまでの歩み
をスライドショーで振り返り、ありがとうの気持ちをこめた風船を空
高く飛ばし、慣れ親しんだ園舎にお別れと感謝を伝えました。

「子育て支援センター」とは、地域の子育て家族における育児支援を行う施設です。親子の

交流の場はもちろん、育児相談・育児講座などさまざまな活動を行っています。鬼北町に

本人、保護者、祖父母のいずれかが居住している就園前のお子さんとその家族が対象です。

ご利用されたい方は、お気軽にお問い合わせください。

0895-49-5757（きほくの里保育園内）

【開所時間】
月曜～金曜 10：00 ～ 15：00

【親子すきすき】
火曜・金曜 10：15 ～ 11：15
リズム遊びや製作など支援
員が遊びを提供します。一
緒に子育ての楽しさを体験
しましょう♪

▲3月18日近永保育所 ▲3月20日清水保育所 ▲みんなの思いをのせて…ありがとう！

▲3月16日好藤保育所 ▲3月16日小倉保育所 ▲3月20日みどり保育所
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地域おこし協力隊３名が着任しました！ 愛媛県相互交流派遣職員

鬼
北
町
職
員
人
事
異
動
【
保
健
師
】

保
健
介
護
課
保
健
師
近
永
地
区
担
当（
愛
治

地
区
担
当
）松
浦
嵩
輝
／
保
健
介
護
課
保
健

師
愛
治
地
区
担
当（
泉
地
区
担
当
）小
越
真
祈

／
保
健
介
護
課
保
健
師
三
島
地
区
担
当（
日

吉
地
区
担
当
）坂
川
敬
史
／
保
健
介
護
課
保

健
師
泉
地
区
担
当（
近
永
地
区
担
当
）尾
川
優

／
保
健
介
護
課
保
健
師
日
吉
地
区
担
当（
三

島
地
区
担
当
）中
濱
好
美

【
医
師
】

北
宇
和
病
院
医
師（
新
採
用
）中
山
富
貴

【
係
名
変
更
に
伴
う
も
の
】

環
境
保
全
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長（
環

境
補
選
課
長
補
佐
兼
廃
棄
物
対
策
係
長
）山

下
悦
郎
／
環
境
保
全
課
廃
棄
物
対
策
係
主
査

（
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
主
査
）鷲
見
寿
徳

／
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
係
長（
環
境
保

全
課
生
活
排
水
係
係
長
）近
藤
裕
昭

【
園
長
・
セ
ン
タ
ー
長
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園
園
長（
清
水
・
小
倉
保
育

所
長
）市
山
陽
子
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

長
兼
き
ほ
く
の
里
保
育
園
副
園
長（
好
藤
保

育
所
長
）北
川
美
枝
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く

ら
園
長（
近
永
保
育
所
長
）山
口
桂
子
／
認
定

こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
園
長（
み
ど
り
保
育
所

主
任
保
育
士
）○
清
家
由
利
子

【
主
任
保
育
士
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園
主
任
保
育
士（
近
永
保

育
所
主
任
保
育
士
）松
浦
愛
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園
主
任
保
育
士（
小
松
保
育
所
主
任
保

育
士
）中
川
知
恵
子
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園

主
任
保
育
士（
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士
）

小
川
千
恵
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
主
任
保

育
士（
清
水
保
育
所
主
任
保
育
士
）渡
部
智
子

／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
主
任
保
育
士（
好

藤
保
育
所
主
任
保
育
士
）大
野
昌
之
／
認
定

こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
主
任
保
育
士（
小
倉
保

育
所
主
任
保
育
士
）清
家
理
美

【
保
育
士
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園（
好
藤
保
育
所
）稲
葉
梓

／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
清
水
保
育
所
）髙
田

玖
美
子
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
小
松
保
育

所
）大
野
香
織
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近
永

保
育
所
）伊
藤
建
太
郎
／
き
ほ
く
の
里
保
育

園（
小
倉
保
育
所
）出
口
幸
子
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園（
近
永
保
育
所
）伊
達
佳
澄
／
き
ほ
く

の
里
保
育
園（
さ
く
ら
保
育
所
）武
岡
麻
菜
／

き
ほ
く
の
里
保
育
園（
さ
く
ら
保
育
所
）杉
本

茉
依
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近
永
保
育
所
）

梶
原
由
佳
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近
永
保

育
所
）松
﨑
真
悠
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近

永
保
育
所
）髙
田
茉
鈴
／
き
ほ
く
の
里
保
育

園（
小
倉
保
育
所
）寺
島
美
咲
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園（
好
藤
保
育
所
）清
家
由
貴
／
き
ほ
く

の
里
保
育
園（
新
採
用
）河
添
千
秋
／
認
定
こ

ど
も
園
さ
く
ら（
近
永
保
育
所
）兵
頭
真
代
／

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら
保
育
所
）船

本
晃
世
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら

保
育
所
）古
用
典
子
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く

ら（
さ
く
ら
保
育
所
）大
塚
彩
紀
／
認
定
こ
ど

も
園
さ
く
ら（
好
藤
保
育
所
）川
添
恭
子
／
認

定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら
保
育
所
）河
本

実
佳
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら
保

育
所
）河
添
唯
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
小

松
保
育
所
）兵
頭
桜
子
／
認
定
こ
ど
も
園
さ

く
ら（
近
永
保
育
所
）髙
田
涼
香
／
認
定
こ
ど

も
園
さ
く
ら（
新
採
用
）渡
辺
あ
す
か
／
認
定

こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ（
小
松
保
育
所
）堀
亜
哉

／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ（
み
ど
り
保
育

所
）松
岡
明
日
香
／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ

こ（
小
倉
保
育
所
）金
谷
紗
也
／
認
定
こ
ど
も

園
ゆ
ず
っ
こ（
み
ど
り
保
育
所
）葛
本
朋
伽

【
調
理
師
】

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
技
能
長（
近
永
保
育

所
技
能
長
）前
野
紀
美

【
退
職
者
】

松
本
秀
治（
農
林
課
長
）／
毛
利
由
美（
小
松
・

み
ど
り
保
育
所
長
）／
相
原
敏
子（
さ
く
ら
保

育
所
長
）／
兵
頭
一
輝（
企
画
振
興
課
主
任
）

／
小
越
晶
太（
町
民
生
活
課
主
事
）

【
退
職
者（
再
任
用
職
員
）】

駄
場
友
好（
環
境
保
全
課
事
務
専
門
員
）

【
課
長
級
】

農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
総
務

財
政
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）○
奥
藤
幸
利

【
課
長
補
佐
級
】

総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長（
危
機
管

理
課
長
補
佐
兼
危
機
管
理
係
長
）薬
師
寺
司

／
危
機
管
理
課
長
補
佐
兼
危
機
管
理
係
長

（
教
育
課
係
長
好
藤
公
民
館
）○
出
渕
義
仁

【
係
長
級
】

建
設
課
都
市
計
画
・
管
理
係
担
当
係
長（
水
道

課
水
道
係
担
当
係
長
）松
浦
慎
二
／
水
道
課

水
道
係
担
当
係
長（
教
育
課
学
校
教
育
係
主

任
）○
小
越
博
明
／
教
育
課
学
校
教
育
係
担

当
係
長（
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
担
当
係

長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長
）二

宮
恵
一
／
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
担
当
係

長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長（
建

設
課
都
市
計
画
・
管
理
係
主
任
）○
藤
原
裕
二

【
主
任
・
主
査
・
主
事
級
】

企
画
振
興
課
主
査（
愛
媛
県
か
ら
派
遣
）橘
優

輔
／
企
画
振
興
課
主
査（
新
採
用
）竹
場
若
菜

／
企
画
振
興
課
主
事（
町
民
生
活
課
主
事
）佐

竹
美
咲
／
総
務
財
政
課
主
事（
新
採
用
）高
田

惇
菜
／
総
務
財
政
課
付
け
愛
媛
県
派
遣（
総

務
財
政
課
主
査
）髙
田
翔
太
／
町
民
生
活
課

主
任（
農
林
課
主
任
）有
馬
悠
生
／
町
民
生
活

課
主
任（
新
採
用
）上
甲
真
由
美
／
町
民
生
活

課
戸
籍
住
民
係
主
任（
町
民
生
活
課
課
税
管

理
係
主
任
）渡
邊
純
／
町
民
生
活
課
主
事
き

ほ
く
の
里
保
育
園（
町
民
生
活
課
主
事
さ
く

ら
保
育
所
）山
口
奈
那
／
環
境
保
全
課
主
任

（
総
務
財
政
課
付
け
愛
媛
県
派
遣
）山
下
勝
弘

／
環
境
保
全
課
主
事（
新
採
用
）兵
頭
海
斗
／

農
林
課
主
査（
新
採
用
）本
倉
健
吾
／
農
林
課

主
任（
環
境
保
全
課
主
任
）桂
将
司
／
教
育
課

主
任
好
藤
公
民
館（
農
林
課
主
任
）青
儀
浩
幸

浅越　聖光さん
【公営塾講師】

新天地での新生活、ワクワ
クとドキドキで胸いっぱい
です。明るく元気に爽やか
に頑張ります！
よろしくお願いします！

　
令
和
５
年
４
月
１
日
発
令
の
人
事
異

動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
）＝
旧
任

○
＝
昇
任

中井　千尋さん
【ハウスマスター】

香川県よりまいりました。
そこにいるみんなが自分ら
しく安心して暮らせる寮、
そして町になるよう力を合
わせて頑張っていきます！

倉田　亜耶さん
【ハウスマスター】

はじめまして。三重県伊勢
市から来ました。子どもた
ちと一緒に楽しい寮を作り
上げていけるよう頑張りま
す。

橘　　優輔さん

これまで鬼北町と縁があり
ませんでしたが、なるべく
早く溶け込んで、鬼北町の
より一層の発展につながる
よう頑張ります！

規採用職員新
竹
場

若
菜

た
け
ば

わ
か
な（

企
画
振
興
課
）

令 和 ５ 年 度

　
愛
南
町
出
身
で
す
。
鬼
北
町

初
心
者
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
っ

と
学
び
、
楽
し
み
、
理
解
を
深

め
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
励
み
ま
す
。

高
田

惇
菜

た
か
た

じ
ゅ
ん
な（

総
務
財
政
課
）

　
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

渡
辺

あ
す
か

わ
た
な
べ

（
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
）

　
大
学
卒
業
後
に
東
京
で
７
年

間
、
保
育
士
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
毎
日
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
山

富
貴

な
か
や
ま

と
み
た
か（

北
宇
和
病
院
）

40
年
ぶ
り
に
鬼
北
町
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
北
宇
和
病
院
整

形
外
科
に
勤
務
し
ま
す
。
医
療

を
通
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

本
倉

健
吾

も
と
く
ら

け
ん
ご

（
農
林
課
）

　
こ
の
春
、
県
外
で
の
学
生
生

活
を
終
え
、
鬼
北
町
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
鬼
北
町
を
よ
り
良

い
ま
ち
に
で
き
る
よ
う
、
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

兵
頭

海
斗

ひ
ょ
う
ど
う

み

と（
環
境
保
全
課
）

　
広
島
か
ら
来
ま
し
た
。
兵
頭

海
斗
で
す
。
慣
れ
な
い
土
地
と

環
境
に
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

上
甲

真
由
美

じ
ょ
う
こ
う

ま

ゆ

み
（
町
民
生
活
課
）

　
町
民
の
方
々
に
寄
り
添
う
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
も
誠

実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

河
添

千
秋

か
わ
ぞ
え

ち
あ
き

（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
）

　
自
分
自
身
の
生
ま
れ
育
っ
た

鬼
北
町
で
子
ど
も
に
携
わ
れ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
明

る
く
活
発
に
、
子
ど
も
達
と
の

時
間
を
過
ご
し
た
い
で
す
。
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鬼
北
町
職
員
人
事
異
動
【
保
健
師
】

保
健
介
護
課
保
健
師
近
永
地
区
担
当（
愛
治

地
区
担
当
）松
浦
嵩
輝
／
保
健
介
護
課
保
健

師
愛
治
地
区
担
当（
泉
地
区
担
当
）小
越
真
祈

／
保
健
介
護
課
保
健
師
三
島
地
区
担
当（
日

吉
地
区
担
当
）坂
川
敬
史
／
保
健
介
護
課
保

健
師
泉
地
区
担
当（
近
永
地
区
担
当
）尾
川
優

／
保
健
介
護
課
保
健
師
日
吉
地
区
担
当（
三

島
地
区
担
当
）中
濱
好
美

【
医
師
】

北
宇
和
病
院
医
師（
新
採
用
）中
山
富
貴

【
係
名
変
更
に
伴
う
も
の
】

環
境
保
全
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長（
環

境
補
選
課
長
補
佐
兼
廃
棄
物
対
策
係
長
）山

下
悦
郎
／
環
境
保
全
課
廃
棄
物
対
策
係
主
査

（
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
主
査
）鷲
見
寿
徳

／
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
係
長（
環
境
保

全
課
生
活
排
水
係
係
長
）近
藤
裕
昭

【
園
長
・
セ
ン
タ
ー
長
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園
園
長（
清
水
・
小
倉
保
育

所
長
）市
山
陽
子
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

長
兼
き
ほ
く
の
里
保
育
園
副
園
長（
好
藤
保

育
所
長
）北
川
美
枝
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く

ら
園
長（
近
永
保
育
所
長
）山
口
桂
子
／
認
定

こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
園
長（
み
ど
り
保
育
所

主
任
保
育
士
）○
清
家
由
利
子

【
主
任
保
育
士
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園
主
任
保
育
士（
近
永
保

育
所
主
任
保
育
士
）松
浦
愛
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園
主
任
保
育
士（
小
松
保
育
所
主
任
保

育
士
）中
川
知
恵
子
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園

主
任
保
育
士（
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士
）

小
川
千
恵
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
主
任
保

育
士（
清
水
保
育
所
主
任
保
育
士
）渡
部
智
子

／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
主
任
保
育
士（
好

藤
保
育
所
主
任
保
育
士
）大
野
昌
之
／
認
定

こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ
主
任
保
育
士（
小
倉
保

育
所
主
任
保
育
士
）清
家
理
美

【
保
育
士
】

き
ほ
く
の
里
保
育
園（
好
藤
保
育
所
）稲
葉
梓

／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
清
水
保
育
所
）髙
田

玖
美
子
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
小
松
保
育

所
）大
野
香
織
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近
永

保
育
所
）伊
藤
建
太
郎
／
き
ほ
く
の
里
保
育

園（
小
倉
保
育
所
）出
口
幸
子
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園（
近
永
保
育
所
）伊
達
佳
澄
／
き
ほ
く

の
里
保
育
園（
さ
く
ら
保
育
所
）武
岡
麻
菜
／

き
ほ
く
の
里
保
育
園（
さ
く
ら
保
育
所
）杉
本

茉
依
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近
永
保
育
所
）

梶
原
由
佳
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近
永
保

育
所
）松
﨑
真
悠
／
き
ほ
く
の
里
保
育
園（
近

永
保
育
所
）髙
田
茉
鈴
／
き
ほ
く
の
里
保
育

園（
小
倉
保
育
所
）寺
島
美
咲
／
き
ほ
く
の
里

保
育
園（
好
藤
保
育
所
）清
家
由
貴
／
き
ほ
く

の
里
保
育
園（
新
採
用
）河
添
千
秋
／
認
定
こ

ど
も
園
さ
く
ら（
近
永
保
育
所
）兵
頭
真
代
／

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら
保
育
所
）船

本
晃
世
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら

保
育
所
）古
用
典
子
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く

ら（
さ
く
ら
保
育
所
）大
塚
彩
紀
／
認
定
こ
ど

も
園
さ
く
ら（
好
藤
保
育
所
）川
添
恭
子
／
認

定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら
保
育
所
）河
本

実
佳
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
さ
く
ら
保

育
所
）河
添
唯
／
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら（
小

松
保
育
所
）兵
頭
桜
子
／
認
定
こ
ど
も
園
さ

く
ら（
近
永
保
育
所
）髙
田
涼
香
／
認
定
こ
ど

も
園
さ
く
ら（
新
採
用
）渡
辺
あ
す
か
／
認
定

こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ（
小
松
保
育
所
）堀
亜
哉

／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ（
み
ど
り
保
育

所
）松
岡
明
日
香
／
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ

こ（
小
倉
保
育
所
）金
谷
紗
也
／
認
定
こ
ど
も

園
ゆ
ず
っ
こ（
み
ど
り
保
育
所
）葛
本
朋
伽

【
調
理
師
】

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
技
能
長（
近
永
保
育

所
技
能
長
）前
野
紀
美

【
退
職
者
】

松
本
秀
治（
農
林
課
長
）／
毛
利
由
美（
小
松
・

み
ど
り
保
育
所
長
）／
相
原
敏
子（
さ
く
ら
保

育
所
長
）／
兵
頭
一
輝（
企
画
振
興
課
主
任
）

／
小
越
晶
太（
町
民
生
活
課
主
事
）

【
退
職
者（
再
任
用
職
員
）】

駄
場
友
好（
環
境
保
全
課
事
務
専
門
員
）

【
課
長
級
】

農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
総
務

財
政
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）○
奥
藤
幸
利

【
課
長
補
佐
級
】

総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長（
危
機
管

理
課
長
補
佐
兼
危
機
管
理
係
長
）薬
師
寺
司

／
危
機
管
理
課
長
補
佐
兼
危
機
管
理
係
長

（
教
育
課
係
長
好
藤
公
民
館
）○
出
渕
義
仁

【
係
長
級
】

建
設
課
都
市
計
画
・
管
理
係
担
当
係
長（
水
道

課
水
道
係
担
当
係
長
）松
浦
慎
二
／
水
道
課

水
道
係
担
当
係
長（
教
育
課
学
校
教
育
係
主

任
）○
小
越
博
明
／
教
育
課
学
校
教
育
係
担

当
係
長（
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
担
当
係

長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長
）二

宮
恵
一
／
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
担
当
係

長
兼
鬼
北
総
合
公
園
町
民
プ
ラ
ザ
係
長（
建

設
課
都
市
計
画
・
管
理
係
主
任
）○
藤
原
裕
二

【
主
任
・
主
査
・
主
事
級
】

企
画
振
興
課
主
査（
愛
媛
県
か
ら
派
遣
）橘
優

輔
／
企
画
振
興
課
主
査（
新
採
用
）竹
場
若
菜

／
企
画
振
興
課
主
事（
町
民
生
活
課
主
事
）佐

竹
美
咲
／
総
務
財
政
課
主
事（
新
採
用
）高
田

惇
菜
／
総
務
財
政
課
付
け
愛
媛
県
派
遣（
総

務
財
政
課
主
査
）髙
田
翔
太
／
町
民
生
活
課

主
任（
農
林
課
主
任
）有
馬
悠
生
／
町
民
生
活

課
主
任（
新
採
用
）上
甲
真
由
美
／
町
民
生
活

課
戸
籍
住
民
係
主
任（
町
民
生
活
課
課
税
管

理
係
主
任
）渡
邊
純
／
町
民
生
活
課
主
事
き

ほ
く
の
里
保
育
園（
町
民
生
活
課
主
事
さ
く

ら
保
育
所
）山
口
奈
那
／
環
境
保
全
課
主
任

（
総
務
財
政
課
付
け
愛
媛
県
派
遣
）山
下
勝
弘

／
環
境
保
全
課
主
事（
新
採
用
）兵
頭
海
斗
／

農
林
課
主
査（
新
採
用
）本
倉
健
吾
／
農
林
課

主
任（
環
境
保
全
課
主
任
）桂
将
司
／
教
育
課

主
任
好
藤
公
民
館（
農
林
課
主
任
）青
儀
浩
幸

浅越　聖光さん
【公営塾講師】

新天地での新生活、ワクワ
クとドキドキで胸いっぱい
です。明るく元気に爽やか
に頑張ります！
よろしくお願いします！

　
令
和
５
年
４
月
１
日
発
令
の
人
事
異

動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
）＝
旧
任

○
＝
昇
任

中井　千尋さん
【ハウスマスター】

香川県よりまいりました。
そこにいるみんなが自分ら
しく安心して暮らせる寮、
そして町になるよう力を合
わせて頑張っていきます！

倉田　亜耶さん
【ハウスマスター】

はじめまして。三重県伊勢
市から来ました。子どもた
ちと一緒に楽しい寮を作り
上げていけるよう頑張りま
す。

橘　　優輔さん

これまで鬼北町と縁があり
ませんでしたが、なるべく
早く溶け込んで、鬼北町の
より一層の発展につながる
よう頑張ります！

規採用職員新
竹
場

　若
菜

た
け
ば

わ
か
な（

企
画
振
興
課
）

令 和 ５ 年 度

　
愛
南
町
出
身
で
す
。
鬼
北
町

初
心
者
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
っ

と
学
び
、
楽
し
み
、
理
解
を
深

め
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
励
み
ま
す
。

高
田

　惇
菜

た
か
た

じ
ゅ
ん
な（

総
務
財
政
課
）

　
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

渡
辺

　あ
す
か

わ
た
な
べ

（
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
）

　
大
学
卒
業
後
に
東
京
で
７
年

間
、
保
育
士
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
毎
日
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
山

　富
貴

な
か
や
ま

と
み
た
か（

北
宇
和
病
院
）

　
40
年
ぶ
り
に
鬼
北
町
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
北
宇
和
病
院
整

形
外
科
に
勤
務
し
ま
す
。
医
療

を
通
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

本
倉

健
吾

も
と
く
ら

け
ん
ご

（
農
林
課
）

　
こ
の
春
、
県
外
で
の
学
生
生

活
を
終
え
、
鬼
北
町
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
鬼
北
町
を
よ
り
良

い
ま
ち
に
で
き
る
よ
う
、
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

兵
頭

　海
斗

ひ
ょ
う
ど
う

み

と（
環
境
保
全
課
）

　
広
島
か
ら
来
ま
し
た
。
兵
頭

海
斗
で
す
。
慣
れ
な
い
土
地
と

環
境
に
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

上
甲

　真
由
美

じ
ょ
う
こ
う

ま

ゆ

み
（
町
民
生
活
課
）

　
町
民
の
方
々
に
寄
り
添
う
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
も
誠

実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

河
添

　千
秋

か
わ
ぞ
え

ち
あ
き

（
き
ほ
く
の
里
保
育
園
）

　
自
分
自
身
の
生
ま
れ
育
っ
た

鬼
北
町
で
子
ど
も
に
携
わ
れ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
明

る
く
活
発
に
、
子
ど
も
達
と
の

時
間
を
過
ご
し
た
い
で
す
。
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議
　
案

●
鬼
北
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
制
定
に
つい
て

●
鬼
北
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つい
て

●
北
宇
和
高
等
学
校
教
育
寮
設
置
条
例
の
制

定
に
つい
て

●
鬼
北
町
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定
に
つい
て

●
鬼
北
町
ジ
ビ
エペッ
ト
フ
ー
ド
加
工
処
理
施

設
条
例
の
制
定
に
つい
て

●
鬼
北
町
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
分
担
金
徴
収
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
県
営
土
地
改
良
事
業
費
分
担
金
徴

収
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
保
育
所
条
例
の一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
消
防
委
員
会
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
鬼
北
町
立
統
合
保

育
所
新
築
工
事（
建
築
工
事
））の
締
結
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
鬼
北
町
立
統
合
保

育
所
新
築
工
事
（
電
気
設
備
工
事
））
の
締

結
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
公
共
浄
化
槽
等
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一般
会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
予
算

に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
令
和
４
年
度
通
信

系
光
送
出
設
備
更
新
工
事
（
第
２
期
））
の

締
結
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（（
３
）
防
安
金
　

町
道
弓
滝
線
弓
滝
橋
歩
道
橋
下
部
工
工
事
）

の
締
結
に
つい
て

発
　
議

●
鬼
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つい
て

同
　
意

●
鬼
北
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つい
て

鬼
北
町
議
会
３
月
定
例
会

　
第
１
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
３
月
８
、９
、
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

で
は
議
案
40
件
、
発
議
１
件
、
同
意
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一

　般

　
　質

問

◆
末

　廣

　
　
　啓

　議
員

【
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
】

年
末
の
大
雪
等
で
、
住
民
か
ら
被
害
等
の
連

絡
は
あ
っ
た
か
。
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
執
っ
た
か
。

答
昨
年
12
月
末
の
大
雪
等
に
お
い
て
は
、
12
月

23
日（
金
）午
前
５
時
50
分
に
、
暴
風
雪
警
報

が
発
表
さ
れ
、
災
害
の
発
生
に
備
え
る
た
め
、

同
時
刻
に
災
害
対
策
基
本
法
第
23
条
の
２

及
び
鬼
北
町
災
害
対
策
本
部
条
例
に
基
づ
き
、

鬼
北
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
が
、
特

に
被
害
等
の
報
告
は
な
か
っ
た
。

問
幹
線
道
路
は
業
者
が
除
雪
を
行
う
が
、
枝

線
の
除
雪
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
町
道
に
つい
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、

住
民
か
ら
の
通
報
を
も
と
に
、
除
雪
作
業
、

凍
結
防
止
剤
散
布
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
12

月
末
の
積
雪
の
対
応
と
し
て
は
、
日
吉
地
区

の
町
道
犬
飼
線
、
藤
川
線
、
日
向
谷
線
、
中

ノ
川
１
号
・
２
号
線
、
上
鍵
山
線
、
長
谷
線
、

黒
川
陰
地
線
、巻
線
等
の
除
雪
作
業
等
を
行
っ

た
ほ
か
、
三
島
地
区
の
下
大
野
本
線
（
約
10

ｋｍ
）
の
除
雪
を
行
っ
た
。

問
積
雪
に
よ
る
道
路
通
行
止
め
や
倒
木
等
で

孤
立
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
事
前
の
避
難
呼

び
か
け
は
し
な
い
の
か
。

答
大
雪
警
報
等
が
発
表
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
場
合
に
は
、
松
山
地
方
気
象
台
か
ら
事
前

に
、
予
想
さ
れ
る
気
象
情
報
等
が
関
係
市
町

に
提
供
さ
れ
る
。
こ
れ
を
精
査
し
、
特
に
必

要
な
場
合
に
は
、
事
前
に
町
の
防
災
行
政
無

線
及
び
告
知
端
末
で
臨
時
放
送
を
行
い
、
注

意
喚
起
を
図
って
い
る
。

　
避
難
の
呼
び
か
け
で
あ
る
避
難
情
報
の
発

令
に
つい
て
は
、
土
砂
災
害
及
び
水
害
に
つい
て

は
、
発
令
の
判
断
基
準
を
設
定
し
て
い
る
が
、

大
雪
に
対
し
て
の
基
準
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
設

け
て
い
な
い
た
め
、
気
象
情
報
や
現
地
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
事
前
に
、
災

害
対
策
本
部
が
避
難
情
報
を
発
令
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
中

山

定

則

議
員

【
第
３
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い
て
】

問
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
の
認
知
度

は
、
１
０
０
％
に
近
づ
い
た
か
。

答
現
行
の
「
第
３
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
平
成
30
年
に

実
施
し
た
「
町
民
意
識
調
査
」
で
は
、「
男
女

共
同
参
画
と
い
う
言
葉
の
認
識
度
」
に
つ
い
て

は
、
６
６・２
％
で
あ
り
、「
認
識
度
１
０
０
％
」

を
現
計
画
に
お
け
る
令
和
５
年
の
数
値
目
標
に

掲
げ
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
見
直

し
を
行
う
も
の
で
、
現
在
、
計
画
見
直
し
に

か
か
る
「
町
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
男
女
共
同
参
画
と
い
う

言
葉
の
認
識
度
」
の
検
証
結
果
を
含
め
、
計

画
に
掲
げ
る
各
目
標
の
達
成
度
や
意
識
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
期
計
画
に
お
い
て
報

告
・
公
表
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

問
町
民
意
識
調
査
か
ら「
家
事
」「
育
児
」「
介

護
」
で
は
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
の
認

識
が
強
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
本
基
本
計

画
に
あ
る
男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
の
促
進
、

家
庭
に
お
け
る
意
識
の
醸
成
、
育
児
・
介
護

に
携
わ
る
住
民
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
支
援

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
啓
発
は
図
れ
た
の

か
。

答
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、「
父
親
が
育
児
に
参
加
し
て
い
る
。」
と

の
回
答
が
９
４・４
％
を
占
め
、
男
性
の
育
児
へ

の
参
画
、
互
い
を
尊
重
し
支
え
合
う
意
識
は
、

お
お
む
ね
浸
透
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
男
性
の
料
理
教
室
」
や
「
パパママ
学
級
」

な
ど
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
伴
走
型
事
業
を
継
続
し
、
男
性
の

家
事
・
育
児
の
参
画
促
進
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
者
の
い
る
家
庭
に
お
い
て
は
、

男
女
を
問
わ
ず
、
そ
の
介
護
負
担
の
軽
減
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、介
護
者
個
々

の
状
況
や
意
向
を
丁
寧
に
聞
い
た
上
で
、
介

に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い
る
が
、
改
定
か
ら
20

年
近
く
財
政
の
均
衡
が
保
た
れ
て
お
り
、
改

定
の
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

問
令
和
３
年
度
の
給
水
原
価
と
給
水
単
価
は
。

答
給
水
原
価
は
１
９
３・１
円
。
給
水
単
価
に

つ
い
て
は
、
供
給
単
価
の
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
供
給
単
価
は
２
７
２・１
円
と

な
って
い
る
。

【
救
急
体
制
に
つ
い
て
】

問
消
防
署
か
ら
の
遠
隔
地
に
お
け
る
救
急
車

の
現
場
到
着
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
広
域

事
務
組
合
に
対
し
て
「
准
救
急
隊
員
」
の
導

入
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
本
町
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
救
急
業
務
の
空

白
地
域
は
な
く
、
現
場
到
着
所
要
時
間
に
差

異
は
あ
る
も
の
の
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
防
庁
の
定
め
る
消
防
力
の
整
備

指
針
に
よ
る
と
、
救
急
自
動
車
の
配
置
基
準

は
、「
人
口
10
万
人
以
下
の
市
町
村
に
あ
っ
て

は
、
お
お
む
ね
人
口
２
万
人
ご
と
に
１
台
を
基

準
と
す
る
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
鬼
北
消

防
署
管
轄
区
域
の
人
口
は
、
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
１
５
，
０
７
０
人
で
、
配
置
基
準
か

ら
す
る
と
、
本
来
で
あ
れ
ば
１
台
の
配
備
で
あ

る
が
、
山
間
部
・
高
齢
化
の
状
況
等
地
域
の

実
情
を
勘
案
し
て
、
２
台
の
救
急
自
動
車
が

配
備
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
山
間
部
で
の
事
故
等
の
緊
急
時
に

は
、
救
急
搬
送
の一つ
の
手
段
と
し
て
、
愛
媛

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
及
び
愛
媛
県
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
も
要
請
し
、
救
急

自
動
車
と
町
立
病
院
・
診
療
所
等
の
医
療
機

関
が
連
携
し
な
が
ら
、
現
場
対
応
を
行
って
い

た
だ
い
て
い
る
。

鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
現
在
、
配
置
基
準

以
上
の
救
急
自
動
車
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、

「
准
救
急
隊
員
」
の
導
入
を
要
望
す
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
遠
隔
地
の
救
急

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
宇
和
島

地
区
広
域
事
務
組
合
の
構
成
市
町
で
慎
重
に

協
議・検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

れ
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
常
に
情
報
を
共
有

し
、
被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
や
伝
達
、
人

命
の
保
護
、
避
難
誘
導
な
ど
、
必
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
に
つ
い
て
は
、
初
期
消
火
、
住
民
の
救

出
・
避
難
誘
導
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
等
の
活
動
を
行
って
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

民
生
児
童
委
員
等
に
つい
て
は
、
自
主
防
災
組

織
と
連
携
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
安

否
確
認
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達
な
ど
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

◆
兵

頭

稔

議
員

【
適
正
な
水
道
料
金
に
つ
い
て
】

問
前
回
の
定
例
会
で
、
鬼
北
町
の
水
道
料
金

は
適
正
で
あ
り
高
く
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
根
拠
は
。

答
現
行
料
金
に
つい
て
は
、
水
道
料
金
改
定
理

由
・
改
定
の
基
本
方
針
を
作
成
し
、
料
金
の

算
出
根
拠
及
び
経
常
収
支
の
概
算
、
料
金
算

出
根
拠
年
次
明
細
書
、
財
政
収
支
計
画
表
、

料
金
収
入
・
そ
の
他
の
収
入
内
訳
書
、
人
件

費
一
覧
表
、
減
価
償
却
費
明
細
、
企
業
債
年

次
別
返
済
額
明
細
書
等
の
資
料
を
作
成
精
査

し
て
算
定
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
議
会
で

説
明
し
た
上
で
、
議
決
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

適
正
な
料
金
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
度
実
施
さ
れ
る
決
算
審
査
に

お
い
て
、
水
道
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政

状
態
が
正
確
で
あ
る
か
検
証
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
予
算
の
執
行
、
財
政
の
運
営
、
事

業
の
経
営
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
主
眼
と
し
て
、
監
査
委
員
に

審
査
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
特
段
の
指
摘
事
項

は
な
い
の
で
、
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
適
正

な
料
金
で
事
業
経
営
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
平
成
15
年
改
定
時
の
水
道
料
が
、
な
ぜ
現

在
も
同
じ
料
金
な
の
か
。

答
現
行
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

平
成
19
年
度
ま
で
の
５
カ
年
の
財
政
収
支
計
画

問
大
雪
に
限
ら
ず
、
台
風
や
大
雨
そ
し
て
巨

大
地
震
な
ど
に
備
え
る
食
料
や
物
品
の
備
蓄

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
食
料
に
つい
て
は
、
令
和
５
年
２
月
末
現
在
、

米
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
等
、
約
５
，
５
０
０
食
の

非
常
食
を
備
え
て
い
る
。
飲
料
水
に
つい
て
は
、

２
ℓ
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
が
７
９
２
本
、
５
０
０
ml

の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
が
１
，
３
６
８
本
、
合
計
で
２
，

２
６
８
ℓ
の
飲
料
水
を
備
え
て
お
り
、
１
日
１

人
当
た
り
３
ℓ
の
水
を
想
定
し
た
場
合
、
約

７
５
０
人
分
の
備
蓄
が
あ
る
。
ま
た
、
物
品
に

つい
て
は
、
毛
布
が
約
６
３
０
枚
、
段
ボ
ー
ル
ベッ

ト
が
２
０
０
台
、
そ
の
他
衛
生
用
品
や
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

一
方
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
平
時
の
う

ち
か
ら
、
食
料
や
生
活
必
需
品
等
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
家
庭
備
蓄
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
広
報
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
人
工
透
析
患
者
が
い
る
世
帯
の
除
雪
を
優

先
し
た
自
治
体
も
あ
っ
た
が
、
鬼
北
町
は
人

工
透
析
患
者
等
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な
病
気

の
方
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

答
人
工
透
析
患
者
に
関
わ
ら
ず
、
避
難
の
際

に
支
援
が
必
要
な
避
難
行
動
要
支
援
者
に
関

し
て
は
、
保
健
介
護
課
、
町
民
生
活
課
及
び

危
機
管
理
課
が
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
の

名
簿
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
民
生
児
童
委

員
や
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
一

人
一
人
の
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

１
月
末
時
点
の
状
況
で
は
、
名
簿
登
録
者

２
０
８
人
、
こ
の
う
ち
個
別
避
難
計
画
作
成

済
み
の
方
が
１
１
０
人
、
作
成
率
５
２・９
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関

等
と
協
力
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
個
別
避
難

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
自
然
災
害
時
の
消
防
団
、自
主
防
災
組
織
、

民
生
児
童
委
員
等
の
役
割
分
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
消
防
団
に
つい
て
は
、
消
防
団
長
が
災
害
対

策
本
部
の
構
成
員
で
も
あ
る
の
で
、
災
害
の
恐
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議
　
案

●
鬼
北
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
制
定
に
つい
て

●
鬼
北
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つい
て

●
北
宇
和
高
等
学
校
教
育
寮
設
置
条
例
の
制

定
に
つい
て

●
鬼
北
町
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定
に
つい
て

●
鬼
北
町
ジ
ビ
エペッ
ト
フ
ー
ド
加
工
処
理
施

設
条
例
の
制
定
に
つい
て

●
鬼
北
町
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
分
担
金
徴
収
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
県
営
土
地
改
良
事
業
費
分
担
金
徴

収
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
保
育
所
条
例
の一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つい
て

●
鬼
北
町
消
防
委
員
会
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
鬼
北
町
立
統
合
保

育
所
新
築
工
事（
建
築
工
事
））の
締
結
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
鬼
北
町
立
統
合
保

育
所
新
築
工
事
（
電
気
設
備
工
事
））
の
締

結
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
公
共
浄
化
槽
等
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一般
会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
予
算

に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
令
和
４
年
度
通
信

系
光
送
出
設
備
更
新
工
事
（
第
２
期
））
の

締
結
に
つい
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（（
３
）
防
安
金
　

町
道
弓
滝
線
弓
滝
橋
歩
道
橋
下
部
工
工
事
）

の
締
結
に
つい
て

発
　
議

●
鬼
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つい
て

同
　
意

●
鬼
北
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つい
て

鬼
北
町
議
会
３
月
定
例
会

　
第
１
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
３
月
８
、９
、
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

で
は
議
案
40
件
、
発
議
１
件
、
同
意
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
　

 

　般

　

 

　質

　

 

　問

◆
末

　廣

　
　
　啓

　議
員

【
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
】

年
末
の
大
雪
等
で
、
住
民
か
ら
被
害
等
の
連

絡
は
あ
っ
た
か
。
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
執
っ
た
か
。

答
昨
年
12
月
末
の
大
雪
等
に
お
い
て
は
、
12
月

23
日（
金
）午
前
５
時
50
分
に
、
暴
風
雪
警
報

が
発
表
さ
れ
、
災
害
の
発
生
に
備
え
る
た
め
、

同
時
刻
に
災
害
対
策
基
本
法
第
23
条
の
２

及
び
鬼
北
町
災
害
対
策
本
部
条
例
に
基
づ
き
、

鬼
北
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
が
、
特

に
被
害
等
の
報
告
は
な
か
っ
た
。

問
幹
線
道
路
は
業
者
が
除
雪
を
行
う
が
、
枝

線
の
除
雪
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
町
道
に
つい
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、

住
民
か
ら
の
通
報
を
も
と
に
、
除
雪
作
業
、

凍
結
防
止
剤
散
布
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
12

月
末
の
積
雪
の
対
応
と
し
て
は
、
日
吉
地
区

の
町
道
犬
飼
線
、
藤
川
線
、
日
向
谷
線
、
中

ノ
川
１
号
・
２
号
線
、
上
鍵
山
線
、
長
谷
線
、

黒
川
陰
地
線
、巻
線
等
の
除
雪
作
業
等
を
行
っ

た
ほ
か
、
三
島
地
区
の
下
大
野
本
線
（
約
10

ｋｍ
）
の
除
雪
を
行
っ
た
。

問
積
雪
に
よ
る
道
路
通
行
止
め
や
倒
木
等
で

孤
立
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
事
前
の
避
難
呼

び
か
け
は
し
な
い
の
か
。

答
大
雪
警
報
等
が
発
表
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
場
合
に
は
、
松
山
地
方
気
象
台
か
ら
事
前

に
、
予
想
さ
れ
る
気
象
情
報
等
が
関
係
市
町

に
提
供
さ
れ
る
。
こ
れ
を
精
査
し
、
特
に
必

要
な
場
合
に
は
、
事
前
に
町
の
防
災
行
政
無

線
及
び
告
知
端
末
で
臨
時
放
送
を
行
い
、
注

意
喚
起
を
図
って
い
る
。

　
避
難
の
呼
び
か
け
で
あ
る
避
難
情
報
の
発

令
に
つい
て
は
、
土
砂
災
害
及
び
水
害
に
つい
て

は
、
発
令
の
判
断
基
準
を
設
定
し
て
い
る
が
、

大
雪
に
対
し
て
の
基
準
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
設

け
て
い
な
い
た
め
、
気
象
情
報
や
現
地
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
事
前
に
、
災

害
対
策
本
部
が
避
難
情
報
を
発
令
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
中

　山

　
　
　定

　則

　議
員

【
第
３
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い
て
】

問
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
の
認
知
度

は
、
１
０
０
％
に
近
づ
い
た
か
。

答
現
行
の
「
第
３
次
鬼
北
町
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
平
成
30
年
に

実
施
し
た
「
町
民
意
識
調
査
」
で
は
、「
男
女

共
同
参
画
と
い
う
言
葉
の
認
識
度
」
に
つ
い
て

は
、
６
６・２
％
で
あ
り
、「
認
識
度
１
０
０
％
」

を
現
計
画
に
お
け
る
令
和
５
年
の
数
値
目
標
に

掲
げ
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
見
直

し
を
行
う
も
の
で
、
現
在
、
計
画
見
直
し
に

か
か
る
「
町
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
男
女
共
同
参
画
と
い
う

言
葉
の
認
識
度
」
の
検
証
結
果
を
含
め
、
計

画
に
掲
げ
る
各
目
標
の
達
成
度
や
意
識
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
期
計
画
に
お
い
て
報

告
・
公
表
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

問
町
民
意
識
調
査
か
ら「
家
事
」「
育
児
」「
介

護
」
で
は
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
の
認

識
が
強
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
本
基
本
計

画
に
あ
る
男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
の
促
進
、

家
庭
に
お
け
る
意
識
の
醸
成
、
育
児
・
介
護

に
携
わ
る
住
民
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
支
援

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
啓
発
は
図
れ
た
の

か
。

答
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、「
父
親
が
育
児
に
参
加
し
て
い
る
。」
と

の
回
答
が
９
４・４
％
を
占
め
、
男
性
の
育
児
へ

の
参
画
、
互
い
を
尊
重
し
支
え
合
う
意
識
は
、

お
お
む
ね
浸
透
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　「
男
性
の
料
理
教
室
」
や
「
パパママ
学
級
」

な
ど
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
伴
走
型
事
業
を
継
続
し
、
男
性
の

家
事
・
育
児
の
参
画
促
進
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
要
介
護
者
の
い
る
家
庭
に
お
い
て
は
、

男
女
を
問
わ
ず
、
そ
の
介
護
負
担
の
軽
減
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、介
護
者
個
々

の
状
況
や
意
向
を
丁
寧
に
聞
い
た
上
で
、
介

に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い
る
が
、
改
定
か
ら
20

年
近
く
財
政
の
均
衡
が
保
た
れ
て
お
り
、
改

定
の
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

問
令
和
３
年
度
の
給
水
原
価
と
給
水
単
価
は
。

答
給
水
原
価
は
１
９
３・１
円
。
給
水
単
価
に

つ
い
て
は
、
供
給
単
価
の
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
供
給
単
価
は
２
７
２・１
円
と

な
って
い
る
。

【
救
急
体
制
に
つ
い
て
】

問
消
防
署
か
ら
の
遠
隔
地
に
お
け
る
救
急
車

の
現
場
到
着
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
広
域

事
務
組
合
に
対
し
て
「
准
救
急
隊
員
」
の
導

入
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
本
町
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
救
急
業
務
の
空

白
地
域
は
な
く
、
現
場
到
着
所
要
時
間
に
差

異
は
あ
る
も
の
の
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
防
庁
の
定
め
る
消
防
力
の
整
備

指
針
に
よ
る
と
、
救
急
自
動
車
の
配
置
基
準

は
、「
人
口
10
万
人
以
下
の
市
町
村
に
あ
っ
て

は
、
お
お
む
ね
人
口
２
万
人
ご
と
に
１
台
を
基

準
と
す
る
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
鬼
北
消

防
署
管
轄
区
域
の
人
口
は
、
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
１
５
，
０
７
０
人
で
、
配
置
基
準
か

ら
す
る
と
、
本
来
で
あ
れ
ば
１
台
の
配
備
で
あ

る
が
、
山
間
部
・
高
齢
化
の
状
況
等
地
域
の

実
情
を
勘
案
し
て
、
２
台
の
救
急
自
動
車
が

配
備
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
山
間
部
で
の
事
故
等
の
緊
急
時
に

は
、
救
急
搬
送
の一つ
の
手
段
と
し
て
、
愛
媛

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
及
び
愛
媛
県
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
も
要
請
し
、
救
急

自
動
車
と
町
立
病
院
・
診
療
所
等
の
医
療
機

関
が
連
携
し
な
が
ら
、
現
場
対
応
を
行
って
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
現
在
、
配
置
基
準

以
上
の
救
急
自
動
車
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、

「
准
救
急
隊
員
」
の
導
入
を
要
望
す
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
遠
隔
地
の
救
急

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
宇
和
島

地
区
広
域
事
務
組
合
の
構
成
市
町
で
慎
重
に

協
議・検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

れ
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
常
に
情
報
を
共
有

し
、
被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
や
伝
達
、
人

命
の
保
護
、
避
難
誘
導
な
ど
、
必
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
に
つ
い
て
は
、
初
期
消
火
、
住
民
の
救

出
・
避
難
誘
導
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
等
の
活
動
を
行
って
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

民
生
児
童
委
員
等
に
つい
て
は
、
自
主
防
災
組

織
と
連
携
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
安

否
確
認
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達
な
ど
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

◆
兵

　頭

　
　
　稔

　議
員

【
適
正
な
水
道
料
金
に
つ
い
て
】

問
前
回
の
定
例
会
で
、
鬼
北
町
の
水
道
料
金

は
適
正
で
あ
り
高
く
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
根
拠
は
。

答
現
行
料
金
に
つい
て
は
、
水
道
料
金
改
定
理

由
・
改
定
の
基
本
方
針
を
作
成
し
、
料
金
の

算
出
根
拠
及
び
経
常
収
支
の
概
算
、
料
金
算

出
根
拠
年
次
明
細
書
、
財
政
収
支
計
画
表
、

料
金
収
入
・
そ
の
他
の
収
入
内
訳
書
、
人
件

費
一
覧
表
、
減
価
償
却
費
明
細
、
企
業
債
年

次
別
返
済
額
明
細
書
等
の
資
料
を
作
成
精
査

し
て
算
定
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
議
会
で

説
明
し
た
上
で
、
議
決
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

適
正
な
料
金
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
毎
年
度
実
施
さ
れ
る
決
算
審
査
に

お
い
て
、
水
道
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政

状
態
が
正
確
で
あ
る
か
検
証
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
予
算
の
執
行
、
財
政
の
運
営
、
事

業
の
経
営
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
主
眼
と
し
て
、
監
査
委
員
に

審
査
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
特
段
の
指
摘
事
項

は
な
い
の
で
、
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
適
正

な
料
金
で
事
業
経
営
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
平
成
15
年
改
定
時
の
水
道
料
が
、
な
ぜ
現

在
も
同
じ
料
金
な
の
か
。

答
現
行
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

平
成
19
年
度
ま
で
の
５
カ
年
の
財
政
収
支
計
画

問
大
雪
に
限
ら
ず
、
台
風
や
大
雨
そ
し
て
巨

大
地
震
な
ど
に
備
え
る
食
料
や
物
品
の
備
蓄

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
食
料
に
つい
て
は
、
令
和
５
年
２
月
末
現
在
、

米
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
等
、
約
５
，
５
０
０
食
の

非
常
食
を
備
え
て
い
る
。
飲
料
水
に
つい
て
は
、

２
ℓ
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
が
７
９
２
本
、
５
０
０
ml

の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
が
１
，
３
６
８
本
、
合
計
で
２
，

２
６
８
ℓ
の
飲
料
水
を
備
え
て
お
り
、
１
日
１

人
当
た
り
３
ℓ
の
水
を
想
定
し
た
場
合
、
約

７
５
０
人
分
の
備
蓄
が
あ
る
。
ま
た
、
物
品
に

つい
て
は
、
毛
布
が
約
６
３
０
枚
、
段
ボ
ー
ル
ベッ

ト
が
２
０
０
台
、
そ
の
他
衛
生
用
品
や
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
平
時
の
う

ち
か
ら
、
食
料
や
生
活
必
需
品
等
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
家
庭
備
蓄
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
広
報
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
人
工
透
析
患
者
が
い
る
世
帯
の
除
雪
を
優

先
し
た
自
治
体
も
あ
っ
た
が
、
鬼
北
町
は
人

工
透
析
患
者
等
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な
病
気

の
方
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

答
人
工
透
析
患
者
に
関
わ
ら
ず
、
避
難
の
際

に
支
援
が
必
要
な
避
難
行
動
要
支
援
者
に
関

し
て
は
、
保
健
介
護
課
、
町
民
生
活
課
及
び

危
機
管
理
課
が
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
の

名
簿
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
民
生
児
童
委

員
や
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
一

人
一
人
の
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

　
１
月
末
時
点
の
状
況
で
は
、
名
簿
登
録
者

２
０
８
人
、
こ
の
う
ち
個
別
避
難
計
画
作
成

済
み
の
方
が
１
１
０
人
、
作
成
率
５
２・９
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関

等
と
協
力
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
個
別
避
難

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
自
然
災
害
時
の
消
防
団
、自
主
防
災
組
織
、

民
生
児
童
委
員
等
の
役
割
分
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
消
防
団
に
つい
て
は
、
消
防
団
長
が
災
害
対

策
本
部
の
構
成
員
で
も
あ
る
の
で
、
災
害
の
恐
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も
、
町
単
独
事
業
で
、「
犬
又
は
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
補
助
金
」
と
し
て
、
上
限
３
千

円
、
30
件
の
予
算
額
９
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
、「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
費
補
助
金
」
に
つい
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
の
３
年
間
の
補
助
事
業

と
し
て
い
た
が
、
住
民
か
ら
の
継
続
要
望
も
多

い
こ
と
か
ら
、
同
様
の
内
容
で
、
手
術
費
の
全

額
補
助
と
し
て
、
予
算
額
66
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

【
諸
物
価
高
騰
等
に
対
応
し
た
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
】

問
食
材
、
光
熱
費
等
の
値
上
が
り
に
よ
り
、

低
額
で
栄
養
の
あ
る
給
食
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
給
食
費
値
上

げ
を
回
避
す
る
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、
鬼
北
町
内
の
小
中
学
校
の
学
校

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
一
食
当
た
り
小
学
生
が

２
４
０
円
、
中
学
生
が
２
７
０
円
と
し
、
保

護
者
の
方
か
ら
徴
収
し
て
お
り
、
食
材
価
格

が
上
昇
す
る
中
、
献
立
の
工
夫
や
低
廉
な
食

材
の
購
入
等
、
様
々
な
努
力
と
工
夫
に
よ
り
、

給
食
費
を
据
え
置
き
、
県
内
で
も
、
低
価
格

な
学
校
給
食
の
提
供
を
続
け
て
き
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
係
費
の
高
騰
、
円
安
等
を
起
因
と
し
て
、

様
々
な
も
の
の
値
段
の
高
騰
が
続
く
中
で
も
、

保
護
者
の
方
か
ら
徴
収
す
る
給
食
費
を
値
上

げ
す
る
こ
と
な
く
、
学
校
給
食
の
運
営
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
の
「
特
別

栽
培
米
購
入
事
業
補
助
金
」
50
万
円
、「
食

育
推
進
事
業
補
助
金
」
１
０
０
万
円
に
加
え

て
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、新
た
に
「
給

食
費
負
担
軽
減
事
業
補
助
金
」
２
４
０
万
円

を
創
設
し
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。

の
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
捕
獲
・

引
き
取
り
を
し
て
い
る
。
一
方
で
、
猫
の
場
合

は
動
物
愛
護
管
理
法
に
よ
り
、
駆
除
目
的
で

の
捕
獲
・
引
き
取
り
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
捕
獲
や
引
き
取
り
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、

そ
の
理
由
や
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
個
々
に

対
応
し
て
い
る
。

問
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
補
助
金
」
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

答
当
該
補
助
事
業
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
必
要
な
繁
殖
抑
制
並
び
に
、
こ
れ
ら
の
猫
に

よ
る
生
活
環
境
に
対
す
る
被
害
及
び
迷
惑
の

未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手

術
費
用
の
全
額
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

令
和
２
年
度
は
47
件
（
雄
16
匹
、
雌
31
匹
）

で
、
補
助
金
額
76
万
２
千
円
、
令
和
３
年
度

は
42
件
（
雄
14
匹
、
雌
28
匹
）
で
、
補
助
金

額
73
万
１
千
円
、
令
和
４
年
度
は
、
現
在
29

件
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

問
「
犬
又
は
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助

金
」
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

答
当
該
補
助
事
業
は
、
町
内
に
お
い
て
犬
又

は
猫
を
所
有
し
、
飼
養
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
不
必
要
な
繁
殖
並
び
に
周
囲
に
対
す
る

危
害
及
び
迷
惑
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
手
術
費
用
の一
部
（
最
大
３
，

０
０
０
円
）
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
は
29
件
（
犬
１
頭
、
猫
28
匹
）
で
、

補
助
金
額
８
万
７
千
円
、
令
和
２
年
度
は
37

件
（
犬
６
頭
、
猫
31
匹
）
で
、
補
助
金
額

11
万
１
千
円
、
令
和
３
年
度
は
30
件
（
犬
５

頭
、
猫
25
匹
）
で
、
補
助
金
額
９
万
円
、
令

和
４
年
度
は
、
現
在
30
件
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。

問
愛
媛
県
の
補
助
金
が
令
和
４
年
度
で
終
了

す
る
が
、
５
年
度
以
降
の
鬼
北
町
単
独
の
補

助
金
等
の
予
定
は
な
い
か
。

答
犬
・
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
を
抑
制
し
、
生

活
環
境
に
対
す
る
被
害
及
び
迷
惑
の
未
然
防

止
を
図
る
取
り
組
み
は
、
今
後
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に

お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

の
影
響
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
令
和
４
年
４
月
か
ら
電
子
入
札
を
開
始
し

た
が
、
建
設
工
事
、
建
設
工
事
に
関
す
る
調

査
、
測
量
、
設
計
等
業
務
の
す
べ
て
の
入
札

を
電
子
入
札
で
行
っ
た
か
。
ま
た
、
紙
入
札

で
の
入
札
参
加
者
は
あ
っ
た
か
。

答
令
和
５
年
２
月
28
日
現
在
、
建
設
工
事
に

係
る
入
札
61
件
、
建
設
工
事
に
関
す
る
調
査
・

測
量
、
設
計
等
業
務
に
係
る
入
札
11
件
に
つい

て
、
す
べ
て
電
子
入
札
で
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
紙
入
札
に
よ
る
入
札
参
加
者
は
、

年
度
当
初
に
お
い
て
数
社
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

ほ
と
ん
ど
の
業
者
が
電
子
入
札
に
よ
り
入
札
い

た
だ
い
て
い
る
。

問
電
子
入
札
開
始
に
よ
り
、
入
札
契
約
事

務
量
は
増
え
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
二
重
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
適
正
な
事
務
処
理
を
確
保

す
る
人
員
体
制
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
、
電
子
入
札
が

で
き
な
い
業
者
に
は
、
文
書
に
よ
る
指
名
通
知

を
郵
送
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
業
者
が
、

電
子
入
札
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
担
当
課
か
ら
は
特
に
、
入
札
契
約
事

務
量
が
過
大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
チ
ェッ
ク
体
制
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

職
員
で
確
認
を
実
施
し
て
お
り
、
適
正
な
入

札
執
行
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◆
髙

　橋

　
　
　聖

　子

　議
員

【
犬
・
猫
問
題
に
対
す
る
行
政
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
内
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り
の
状
況

に
つ
い
て
。

答
家
で
飼
わ
れ
て
い
る
飼
い
犬
・
飼
い
猫
に
つい

て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
は
引
き
取
り
は
な
か
っ
た
が
、
迷

い
犬
・
野
良
猫
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
で
犬
６

頭
と
猫
10
匹
を
引
き
取
って
い
る
。

　
犬
や
猫
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
様
々
な
苦

情
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は

捕
獲
依
頼
も
あ
り
、
け
い
留
さ
れ
て
い
な
い
犬

護
者
の
心
身
の
休
息
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
案
に
努
め
る
と
と
も
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
図
り
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
役
場
が
町
内
企
業
等
に
率
先
し
、
職
場
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
モ
デ
ル
と
な
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
室
を
設
置
し
て
、
総
合

的
に
男
女
共
同
参
画
推
進
施
策
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つい
て
は
、
各
部

署
の
相
談
支
援
体
制
を
活
か
し
つつ
、
既
存
事

業
の
充
実
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
施
策

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
男
女
共
同
参
画
室
の
設
置

等
は
予
定
を
し
て
い
な
い
が
、
総
合
的
な
推
進

施
策
、
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
重
層
的
な
支

援
事
業
の
在
り
方
に
つい
て
も
、
関
係
課
を
交

え
て
協
議
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
入
札
に
つ
い
て
】

問
令
和
４
年
度
は
、
官
製
談
合
再
発
防
止
の

た
め
の
職
員
研
修
を
行
っ
た
か
。
ま
た
、
来

年
度
以
降
も
計
画
的
に
職
員
研
修
を
実
施
す

る
考
え
か
。

答
令
和
４
年
度
は
、「
え
ひ
め
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
」
導
入
年
度
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
操
作

研
修
を
実
施
し
、
入
札
情
報
を
担
当
者
以
外

が
入
手
で
き
な
い
よ
う
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

予
算
執
行
方
針
説
明
会
、
新
規
採
用
職
員
研

修
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
再
発
防
止
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
も
、
計
画
的
に

職
員
研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
工
事
入
札
に
か
か
る
予
定
価
格
の
事
前
公

表
に
よ
り
弊
害
は
生
じ
て
い
な
い
か
。

答
事
前
公
表
し
た
、
建
設
工
事
、
建
設
工
事

に
関
す
る
調
査
・
測
量
、
設
計
等
業
務
に
お

い
て
、
落
札
率
は
９
７
．８
１
％
（
令
和
５
年

２
月
28
日
現
在
）
で
あ
っ
た
。
事
前
公
表
前

の
令
和
３
年
度
は
、
９
７
．
９
７
％
で
あ
り
、

予
定
価
格
を
事
前
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
止
ま
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

た
落
札
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
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も
、
町
単
独
事
業
で
、「
犬
又
は
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
補
助
金
」
と
し
て
、
上
限
３
千

円
、
30
件
の
予
算
額
９
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
、「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
費
補
助
金
」
に
つい
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
の
３
年
間
の
補
助
事
業

と
し
て
い
た
が
、
住
民
か
ら
の
継
続
要
望
も
多

い
こ
と
か
ら
、
同
様
の
内
容
で
、
手
術
費
の
全

額
補
助
と
し
て
、
予
算
額
66
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

【
諸
物
価
高
騰
等
に
対
応
し
た
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
】

問
食
材
、
光
熱
費
等
の
値
上
が
り
に
よ
り
、

低
額
で
栄
養
の
あ
る
給
食
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
給
食
費
値
上

げ
を
回
避
す
る
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、
鬼
北
町
内
の
小
中
学
校
の
学
校

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
一
食
当
た
り
小
学
生
が

２
４
０
円
、
中
学
生
が
２
７
０
円
と
し
、
保

護
者
の
方
か
ら
徴
収
し
て
お
り
、
食
材
価
格

が
上
昇
す
る
中
、
献
立
の
工
夫
や
低
廉
な
食

材
の
購
入
等
、
様
々
な
努
力
と
工
夫
に
よ
り
、

給
食
費
を
据
え
置
き
、
県
内
で
も
、
低
価
格

な
学
校
給
食
の
提
供
を
続
け
て
き
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
係
費
の
高
騰
、
円
安
等
を
起
因
と
し
て
、

様
々
な
も
の
の
値
段
の
高
騰
が
続
く
中
で
も
、

保
護
者
の
方
か
ら
徴
収
す
る
給
食
費
を
値
上

げ
す
る
こ
と
な
く
、
学
校
給
食
の
運
営
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
の
「
特
別

栽
培
米
購
入
事
業
補
助
金
」
50
万
円
、「
食

育
推
進
事
業
補
助
金
」
１
０
０
万
円
に
加
え

て
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、新
た
に
「
給

食
費
負
担
軽
減
事
業
補
助
金
」
２
４
０
万
円

を
創
設
し
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。

の
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
捕
獲
・

引
き
取
り
を
し
て
い
る
。
一
方
で
、
猫
の
場
合

は
動
物
愛
護
管
理
法
に
よ
り
、
駆
除
目
的
で

の
捕
獲
・
引
き
取
り
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
捕
獲
や
引
き
取
り
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、

そ
の
理
由
や
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
個
々
に

対
応
し
て
い
る
。

問
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
補
助
金
」
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

答
当
該
補
助
事
業
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
必
要
な
繁
殖
抑
制
並
び
に
、
こ
れ
ら
の
猫
に

よ
る
生
活
環
境
に
対
す
る
被
害
及
び
迷
惑
の

未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手

術
費
用
の
全
額
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

令
和
２
年
度
は
47
件
（
雄
16
匹
、
雌
31
匹
）

で
、
補
助
金
額
76
万
２
千
円
、
令
和
３
年
度

は
42
件
（
雄
14
匹
、
雌
28
匹
）
で
、
補
助
金

額
73
万
１
千
円
、
令
和
４
年
度
は
、
現
在
29

件
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

問
「
犬
又
は
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助

金
」
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

答
当
該
補
助
事
業
は
、
町
内
に
お
い
て
犬
又

は
猫
を
所
有
し
、
飼
養
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
不
必
要
な
繁
殖
並
び
に
周
囲
に
対
す
る

危
害
及
び
迷
惑
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
手
術
費
用
の一
部
（
最
大
３
，

０
０
０
円
）
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
は
29
件
（
犬
１
頭
、
猫
28
匹
）
で
、

補
助
金
額
８
万
７
千
円
、
令
和
２
年
度
は
37

件
（
犬
６
頭
、
猫
31
匹
）
で
、
補
助
金
額

11
万
１
千
円
、
令
和
３
年
度
は
30
件
（
犬
５

頭
、
猫
25
匹
）
で
、
補
助
金
額
９
万
円
、
令

和
４
年
度
は
、
現
在
30
件
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。

問
愛
媛
県
の
補
助
金
が
令
和
４
年
度
で
終
了

す
る
が
、
５
年
度
以
降
の
鬼
北
町
単
独
の
補

助
金
等
の
予
定
は
な
い
か
。

答
犬
・
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
を
抑
制
し
、
生

活
環
境
に
対
す
る
被
害
及
び
迷
惑
の
未
然
防

止
を
図
る
取
り
組
み
は
、
今
後
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に

お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

の
影
響
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
令
和
４
年
４
月
か
ら
電
子
入
札
を
開
始
し

た
が
、
建
設
工
事
、
建
設
工
事
に
関
す
る
調

査
、
測
量
、
設
計
等
業
務
の
す
べ
て
の
入
札

を
電
子
入
札
で
行
っ
た
か
。
ま
た
、
紙
入
札

で
の
入
札
参
加
者
は
あ
っ
た
か
。

答
令
和
５
年
２
月
28
日
現
在
、
建
設
工
事
に

係
る
入
札
61
件
、
建
設
工
事
に
関
す
る
調
査
・

測
量
、
設
計
等
業
務
に
係
る
入
札
11
件
に
つい

て
、
す
べ
て
電
子
入
札
で
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
紙
入
札
に
よ
る
入
札
参
加
者
は
、

年
度
当
初
に
お
い
て
数
社
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

ほ
と
ん
ど
の
業
者
が
電
子
入
札
に
よ
り
入
札
い

た
だ
い
て
い
る
。

問
電
子
入
札
開
始
に
よ
り
、
入
札
契
約
事

務
量
は
増
え
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
二
重
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
適
正
な
事
務
処
理
を
確
保

す
る
人
員
体
制
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
、
電
子
入
札
が

で
き
な
い
業
者
に
は
、
文
書
に
よ
る
指
名
通
知

を
郵
送
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
業
者
が
、

電
子
入
札
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
担
当
課
か
ら
は
特
に
、
入
札
契
約
事

務
量
が
過
大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
チ
ェッ
ク
体
制
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

職
員
で
確
認
を
実
施
し
て
お
り
、
適
正
な
入

札
執
行
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◆
髙

　橋

　
　
　聖

　子

　議
員

【
犬
・
猫
問
題
に
対
す
る
行
政
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
内
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り
の
状
況

に
つ
い
て
。

答
家
で
飼
わ
れ
て
い
る
飼
い
犬
・
飼
い
猫
に
つい

て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
は
引
き
取
り
は
な
か
っ
た
が
、
迷

い
犬
・
野
良
猫
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
で
犬
６

頭
と
猫
10
匹
を
引
き
取
って
い
る
。

　
犬
や
猫
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
様
々
な
苦

情
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は

捕
獲
依
頼
も
あ
り
、
け
い
留
さ
れ
て
い
な
い
犬

護
者
の
心
身
の
休
息
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
案
に
努
め
る
と
と
も
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
図
り
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
役
場
が
町
内
企
業
等
に
率
先
し
、
職
場
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
モ
デ
ル
と
な
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
室
を
設
置
し
て
、
総
合

的
に
男
女
共
同
参
画
推
進
施
策
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つい
て
は
、
各
部

署
の
相
談
支
援
体
制
を
活
か
し
つつ
、
既
存
事

業
の
充
実
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
施
策

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
男
女
共
同
参
画
室
の
設
置

等
は
予
定
を
し
て
い
な
い
が
、
総
合
的
な
推
進

施
策
、
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
重
層
的
な
支

援
事
業
の
在
り
方
に
つい
て
も
、
関
係
課
を
交

え
て
協
議
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
入
札
に
つ
い
て
】

問
令
和
４
年
度
は
、
官
製
談
合
再
発
防
止
の

た
め
の
職
員
研
修
を
行
っ
た
か
。
ま
た
、
来

年
度
以
降
も
計
画
的
に
職
員
研
修
を
実
施
す

る
考
え
か
。

答
令
和
４
年
度
は
、「
え
ひ
め
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
」
導
入
年
度
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
操
作

研
修
を
実
施
し
、
入
札
情
報
を
担
当
者
以
外

が
入
手
で
き
な
い
よ
う
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

予
算
執
行
方
針
説
明
会
、
新
規
採
用
職
員
研

修
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
再
発
防
止
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
も
、
計
画
的
に

職
員
研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
工
事
入
札
に
か
か
る
予
定
価
格
の
事
前
公

表
に
よ
り
弊
害
は
生
じ
て
い
な
い
か
。

答
事
前
公
表
し
た
、
建
設
工
事
、
建
設
工
事

に
関
す
る
調
査
・
測
量
、
設
計
等
業
務
に
お

い
て
、
落
札
率
は
９
７
．８
１
％
（
令
和
５
年

２
月
28
日
現
在
）
で
あ
っ
た
。
事
前
公
表
前

の
令
和
３
年
度
は
、
９
７
．
９
７
％
で
あ
り
、

予
定
価
格
を
事
前
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
止
ま
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

た
落
札
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
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平成 9 年 3 月から 27 年間、近永スポーツ少年団でサッカー部の指
導にあたっている松浦慎二さん。指導者として、団の運営や青少年
の健全育成に大きく寄与された功績が認められ、このたび愛媛県ス
ポーツ少年団から表彰されました。

小学校３年生のとき、サッカーを始めた松浦さん。兄のようにう
まくなりたくて一生懸命練習し、広見中学校では優勝に貢献、宇和
島東高校、社会人の「鬼北 TIGRINHO」でも活躍しました。

兄弟で地域のためにボランティア指導を行っており、サッカー部
員は令和５年３月で 35 人。その子どもたちが中学・高校・大学にな
っても活躍できるように指導を行っています。サッカーを生涯スポ
ーツにしてほしいという思いで、今も近永小学校のグラウンドに立
ち続けています。

サッカーの楽しみを子どもたちに

第57回愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会結果

新しい保育施設に素敵な名前をありがとう！

アルコール工場跡地に新築した統合保育所と、小松・
みどり保育所を統合した認定こども園の名称が決定し、
３月 16 日に応募者への表彰式が行われました。

老若男女が親しみやすく、覚えやすく、保育所のイ
メージに合うことなどを考慮して選ばれました。施設
の名称。兵頭町長は「長年愛される名前になると信じ
ている」と感謝の言葉を伝えていました。
・きほくの里保育園　　　【受賞者】優秀賞　髙田 凛音さん（写真中央）
・認定こども園ゆずっこ　【受賞者】優秀賞　宮﨑 喜久郎さん（写真右）、鶴井 杏愛さん（写真左）

令和５年３月 12 日に西予市野村町でクラブ駅伝が
開催され、５部門 105 チームがたすきを繋ぎました。

４年ぶりの開催となった今回の大会に、鬼北町ス
ポーツ協会 陸上部が出場しました。鬼北体協Ａチー
ムの竹本敬三さんは、「チーム練習も思うようにでき
ず不安もありましたが、上位の成績を残すことがで
きました。」と話していました。

結果は下記のとおりです。
鬼北体協Ａ 男子３部 (42.195 キロ )　２位入賞
鬼北体協Ｂ 男子４部 (29.0 キロ )　　 ４位
鬼北レディース 女子 (21.0 キロ )       ３位入賞
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お知らせ

お知らせ

問企画振興課　地域活力創出係　内線2212

問企画振興課　地域活力創出係　内線2212

鬼北町では、これまで高齢者など交通弱者の移動手段を確保するため、地域住民や交通事業者、
行政が連携して、計画を推進してきました。

この度、令和４年度をもって鬼北町地域公共交通網形成計画が期間満了となることから、これま
での移動制約者の移動手段を確保することはもとより、「おでかけと社会参加」の需要の喚起につ
ながる仕組みづくりを進めるため、鬼北町地域公共交通計画を策定しました。

令和５年度から令和９年度までを計画期間とし、外出したくなる仕掛けづくりによる交流の活性
化、高齢者の運転免許自主返納促進など、公共交通が果たすことができる多面的な役割を踏まえる
とともに、社会情勢や新たなニーズに対応した持続可能な地域公共交通体系を促進します。

鬼北町地域公共交通計画を策定しました

令和４年度　鬼北町の公共交通の現状について

代替バス
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

愛治線 屋敷線

乗車人数 2,578人 132人

（前年比） ＋154人 ＋34人

運賃収入 414,700円 32,800円

（前年比） ＋61,400円 ＋9,600円

運行日数 243日 85日

1日当たりの利用人数 約10.6人 約1.6人

循環バス
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

循環線

乗車人数 2,476人

運賃収入 219,550円

運行日数 293日

1日当たりの利用人数 約8.5人

福祉タクシー
（令和５年３月31日時点）

補助券の種類 交付人数 使用枚数 使用率

500円券50枚綴
日吉支所から3㎞以上5㎞未満 20人 516枚 52％

500円券100枚綴
日吉支所から5㎞以上7㎞未満 10人 213枚 21％

500円券150枚綴
日吉支所から7㎞以上の方 10人 692枚 46％
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

令和５年３月 24 日に開催された第１回鬼北町議会定例会にお
いて、行定洋嗣氏の教育長任命について同意されました。

就任のご挨拶
令和５年４月１日付けで鬼北町教育委員会教育長を拝命いた

しました行定洋嗣です。学校教育や社会教育に携わってきた経
験や、鬼北町および合併前の広見町と日吉村の教育委員会で勤
務した経験を生かしつつ、皆さまのお力添えをいただきながら、
誠心誠意努めてまいります。

どうかよろしくお願いいたします。

「福祉」は「福」“しあわせ”、 「祉」“さいわい”
が合わさった“幸せなくらし”を意味します。
生活に困っている人に手を差し伸べることや
援助するだけでなく、すべての人に等しくも
たらされるべき“幸せ”のことであり、誰も
が安心して暮らせる幸せな生活を地域全体で
推進していきましょう。

詳しくは鬼北町ホームページをご確認くだ
さい。町民生活課でも閲覧することができます。

令和５年度より
　小学校入学時　5万円→10万円
　中学校入学時　10万円（新規）

●出生給付金
出生時に、1 人につき 5 万円を交付します。

条件：児童を監護し生計を一にする、鬼北町
に住民票がある父または母であり、鬼北町に
住民登録をした日から児童の出生日まで継続
して 6 カ月以上居住し、引き続き町内に居住
すると認められるもの

●入学給付金（小学校・中学校）
小学校および中学校入学時に、1 人につき 10
万円を交付します。

条件：児童を監護し生計を一にする、鬼北町
に住民票がある父または母。申請は入学後に
行うものとする。

【申請方法】
交付申請書を町民生活
課までご提出ください。

民生委員・児童委員は支援を必要とする地
域の皆さんの相談や援助、子どもたちの健全
育成活動への協力など、地域と行政とのパイ
プ役となる身近な相談相手です。

５月 12 日から 18 日を活動強化週間として、
各地区の民生児童委員が啓発活動をします。
いつも皆さんのそばにいる民生委員・児童委
員と一緒に地域福
祉活動を推進して
いきましょう。

新教育長に行定洋嗣氏が就任

問町民生活課　福祉係　内線2173

問町民生活課　福祉係　内線2173問町民生活課　福祉係　内線 2118

毎年５月12日は

民生委員・児童委員の日です

『自分らしく暮らし、地域で助け合い、
　　支え合う地域づくりを目指します！』

鬼北町地域福祉計画

入学給付金を拡充しました！

すくすく鬼北っ子応援給付金
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問企画振興課　地域活力創出係　内線 2215

問企画振興課　地域活力創出係　内線 2215

問

　「ふるさと納税」とは、現住所に関わらず、生まれ故郷やお世話になった地域、応援したい地域
への気持ちを形にできる寄附制度です。
　鬼北町でも、全国の方々からご支援いただいており、その感謝の気持ちとして特産品などを返礼
品としてお送りしています。

　４月から９月の毎月最終日曜日に、成川渓谷グリーンマーケットを
開催します。グリーンマーケットでは、野菜、コーヒー、ワッフル、
カントリー雑貨、木彫り工芸品、苔玉、大人服などのハンドメイド作
品の販売やアロママッサージもあります。ぜひご来場ください。

鬼北町を支える「ふるさと納税制度」

返礼品出品事業者　大募集

成川渓谷グリーンマーケット開催のお知らせ

【鬼北町の主な返礼品】
・薪　・お米　・栗　・苺　・野菜　・キジ肉　・鶏肉　・豚肉
・醤油　・味噌　・手作り牛鬼の頭　・乳製品　・乾燥椎茸　など

【他の自治体ではこんな返礼品も・・・】
・宿泊チケット　・農業体験チケット　・田んぼ、農地オーナー権
・お墓掃除　・訳あり野菜セット　・ご実家の見守り＆お弁当宅配サービス　など

鬼北町では返礼品を出品していただける事業者を随時募集してお
ります。法人格でなくても個人の方でも出品可能です。

「どんな手間があるの？」「話だけでも聞いてみたい」「こんなも
のは返礼品として出せるのか」などなど、まずはなんでもお気軽
にお問い合わせください。

※雨天中止の場合は翌月第１日曜日に変更します。
時間　10 時～ 15 時
場所　成川渓谷キャンプ場
出店希望の方は下記までお問い合わせください。
　 田中寸美子　☎ 090-1008-1401

開催日（４月～９月の毎月最終日曜日）

４月30日　５月28日　６月25日
７月30日　８月27日　９月24日
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問ねんりんピック推進室　ねんりんピック推進係　内線3600

問環境保全課　環境衛生係　内線2441

　先日、町主催のイベント「みにこんか」にお邪魔させていただき、多く
のお客さまにねんりんピック開催をＰＲすることが出来ました。

今後も「ねんりんピック２０２３！鬼北町ペタンク競技開催！」が皆さ
まに浸透するよう、引き続きマスコットキャラクター「みきゃん」と一緒
に啓発活動を行っていきますので、お見かけの際はぜひともお立ち寄りく
ださい。

なお、今後の啓発活動の予定は次のとおりです。

　今後も各種イベントや町内各地に出向いて啓発活動を行います。
　また、来月からも関連する情報を発信していきますので、ぜひご覧ください。

※家庭ごみは各地区決められた曜日に排出してください
・直接搬入：広域環境センター（☎ 49-5040）
・汲取依頼先：(有) 広見衛生社（☎ 45-0507）早めのお申し込みを！

ご理解ご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

鬼北町実行委員会より

４月・５月の連休における「家庭ごみ・し尿等収集」について

○日時：毎月第３水曜日　１０時～１１時
場所：森の三角ぼうし

○日時：毎月第４水曜日　１０時～１１時
場所：日吉夢産地

29(土)
(祝) 30(日) １(月) ２(火) 3(水)

(祝)
4(木)
(祝)

5(金)
(祝) 6(土)

家庭ごみ収集 × × 〇
※

〇
※

○
※

○
※

○
※ ×

直接搬入
（個人での持ち込み） × ×

〇
13時～
16時

〇
13時～
16時

× × ×
○

13時～
16時

し尿等収集 × × 〇 〇 × × × ○
AMのみ

缶バッジ作りも
はじめるよ♪

（無料配布）
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工事名
工事場所 工事種別 入札および

契約の方法
入札 ( 随契締結 )

予定時期 主管課工事期間 工事概要

鬼北町書庫整備工事 近永 建築工事 一般競争入札 第１四半期 総務財政課
７ヶ月 鉄骨平屋スレート葺きＡ =430 ㎡

映像系光送出設備更新工事
近永ほか 電気通信工事

一般競争入札 第１四半期 危機管理課
約９ヶ月 光アンプ設備更新

移住定住促進空き家活用住宅
（近永住宅）

近永 建築工事
指名競争入札 第２四半期 企画振興課

約３ヶ月 空き家の改修
移住定住促進空き家活用住宅

（下鍵山住宅）
下鍵山 建築工事 指名競争入札 第２四半期 企画振興課

約３ヶ月 空き家の改修

観光施設案内看板改修
町内 塗装工事

指名競争入札 第１四半期 企画振興課
約３ヶ月 成川渓谷休養センター看板改修

ローカル５Ｇ環境整備工事
近永 電気通信工事

指名競争入札 第２四半期 企画振興課
約６ヶ月 ﾈｯﾄﾜｰｸ機器及び配線等の整備

第２庁舎空調設備更新工事 近永ほか 電気設備工事 指名競争入札 第１四半期 危機管理課
約６ヶ月 空調設備の更新

認定こども園さくら施設整備工事
奈良 建築工事

指名競争入札 第１四半期 町民生活課
約５ヶ月 施設改修、給排水設備、空調設備

鬼北町立北宇和病院自家発電設置工事 近永 建築、電気工事 一般競争入札 第２四半期 保健介護課
約６ヶ月 自家発電設置工事

広見保健センター第２キュービクル
高圧機器改修工事

近永 電気設備工事
指名競争入札 第１四半期 保健介護課

約２ヶ月 高圧機器改修

農業集落排水マンホールポンプ場改修工事
日吉・愛治・奈良 電気設備工事

指名競争入札 第２四半期 環境保全課
約６ヶ月 通報装置、マンホールポンプの交換設置

町道桑の木線側溝整備工事
上鍵山 一般土木工事

指名競争入札 第１四半期 建設課
約３ヶ月 L=80m

町道白江線改良工事
父野川上 一般土木工事

指名競争入札 第１四半期 建設課
約３ヶ月 L=117m

西仲地区町道改良工事 西仲 一般土木工事 指名競争入札 第２四半期 建設課
約５ヶ月 L=200m

吉波地区町道改良工事
吉波 一般土木工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約５ヶ月 L=200m

生田 6-A 地区がけ崩れ防災対策工事
生田 砂防工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約５ヶ月 L=21.0m

大宿 5-A 地区がけ崩れ防災対策工事 大宿 砂防工事 指名競争入札 第２四半期 建設課
約５ヶ月 L=20.5m

上鍵山 1-A 地区がけ崩れ防災対策工事
上鍵山 砂防工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約５ヶ月 L=20.0m

興野々 11-3 地区がけ崩れ防災対策工事
興野々 砂防工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約６ヶ月 L=26.5m

葛坪地区がけ崩れ防災対策工事
父野川下 砂防工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約７ヶ月 L=39.5m

区画線設置工事
町内 区画線工事

指名競争入札 第３四半期 建設課
約３ヶ月 L=4,310m

町道舗装補修工事 町内 舗装工事 指名競争入札 第３四半期 建設課
約３ヶ月 A=1,000 ㎡

町道神久保線道路舗装工事
父野川中 舗装工事

指名競争入札 第３四半期 建設課
約３ヶ月 A=1,380 ㎡

小松 3-1 地区がけ崩れ防災対策工事
小松 砂防工事

指名競争入札 第３四半期 建設課
約４ヶ月 L=19.0m

町道弓滝線弓滝橋歩道橋新設下部工工事
（その２）

近永 一般土木工事 指名競争入札 第１四半期 建設課
約３ヶ月 隔壁工事１式、仮設工撤去１式

町道弓滝線弓滝橋歩道橋新設上部
工工事

近永 鋼橋架設工事
一般競争入札 第１四半期 建設課

約６ヶ月 鋼橋架設工事１式

町道重谷平線無名１号橋橋梁補修工事
畔屋 一般土木工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約６ヶ月 鋼橋塗替工事 1 式　橋梁補修工事１式

町道小松麓線麓橋橋梁補修工事
小松 一般土木工事

指名競争入札 第２四半期 建設課
約６ヶ月 鋼橋塗替工事 1 式　橋梁補修工事１式

令和５年度鬼北町上水道施設
電気計装設備更新工事

町内 電気設備工事
一般競争入札 第１四半期 水道課

約 10 ヶ月 電気計装設備更新工事

西野々地区配水管布設替工事
西野々 管工事

指名競争入札 第１四半期 水道課約６ヵ月 PEP φ 100　L=330m　
PEP φ 75　L=320m

近永地区配水管布設替工事
近永 管工事

指名競争入札 第２四半期 水道課約６ヶ月 NECS φ 150　L=130m　
PEP φ 75　L=70m

生田地区配水管布設替工事
生田 管工事

指名競争入札 第２四半期 水道課約４ヶ月 PEP φ 100　L=233m
PEP φ 75　L=167m

下鍵山公園整備工事
下鍵山 建築・土木・舗装

指名競争入札 第１四半期 水道課
約５ヶ月 四阿設置・便所改修・舗装

和田池開削工事
清水 一般土木工事

指名競争入札 第３四半期 農林課
約６ヶ月 ため池廃止一式

林道久保川線改良工事
大宿 一般土木工事

指名競争入札 第２四半期 農林課
約６ヶ月 改良 L=350 ｍ

林道延川線改良工事 川上 一般土木工事 指名競争入札 第２四半期 農林課
約６ヶ月 改良 L=50 ｍ　
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９
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問総務財政課　管財係　内線 2209

令和４年度３月の鬼北町工事入札結果

町内の空間放射線量測定結果

工事名
工事場所 工事種別 入札および

契約の方法
入札 ( 随契締結 )

予定時期 主管課
工事期間 工事概要

作業道ウシノネヤ線改良工事 生田 一般土木工事 指名競争入札 第２四半期 農林課
約６ヶ月 改良 L=300 ｍ

ジビエ施設擁壁工事 延川 一般土木工事 指名競争入札 第２四半期 農林課
約６ヶ月 擁壁 A ＝ 200 ㎡

道の駅日吉夢産地改修工事
下鍵山 建築工事

一般競争入札 第２四半期 農林課約６ヶ月 面積 2329.5 ㎡
施設面積合計 1299.45 ㎡

中央公民館、好藤公民館及び日吉
公民館空調機移設工事

近永、内深田、
下鍵山 電気工事 指名競争入札 第２四半期 教育課

約３ヶ月 広見中学校から空調機を移設
鬼北総合公園ニュースポーツコート
改修工事

永野市 一般土木工事 指名競争入札 第２四半期 教育課
約４ヶ月 ニュースポーツコートの改修

鬼北総合公園リフレッシュ広場遊
具設置工事

永野市 一般土木工事 指名競争入札 第２四半期 教育課
約４ヶ月 遊具２基の設置

三島グラウンド夜間照明改修工事 小松 電気・設備工事 指名競争入札 第２四半期 教育課
約４ヶ月 水銀灯を LED に更新

鬼北町立広見中学校　テニスコート
改修工事（２期工事）

永野市 一般土木工事 指名競争入札 第１四半期 教育課
約４ヶ月 テニスコート２面をオムニコートに改修

鬼北町立広見中学校　バックネット
改修工事

永野市 一般土木工事 指名競争入札 第１四半期 教育課
約３ヶ月 野球用バックネットを改修

史跡等妙寺旧境内平坦部 A 保存整備工事 中野川 一般土木工事 一般競争入札 第２四半期 教育課
約６ヶ月 平坦部 A の遺構保存・活用整備

史跡等妙寺旧境内旧参道橋設置工事 中野川 建築工事 指名競争入札 第３四半期 教育課
約３ヶ月 史跡内旧参道（園路）の橋設置

伝送路工事（等妙寺） 芝ほか 電気通信工事 指名競争入札 第１四半期 教育課
約３ヶ月 光ケーブル 1,587 ｍ延伸

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額 ( 税抜 )

3/6 令和４年災害林道復旧事業
林道す谷中尾坂線災害復旧工事 下大野 施工延長 L=14 ｍ

特殊配合ﾓﾙﾀﾙ吹付工 B　A=187.7 ㎡

日吉綜合建設㈱
農林課

2,500,000 円

3/6 令和 4 年災害林道復旧事業
林道藤川線災害復旧工事 父野川中 施工延長 L=18 ｍ

特殊配合ﾓﾙﾀﾙ吹付工 B　A=269.1 ㎡

日吉綜合建設㈱
農林課

3,290,000 円

3/6 令和 4 年災害林道復旧事業
林道大村線災害復旧工事 父野川上 施工延長 L=21 ｍ

大型ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工　A=82.7 ㎡

日吉綜合建設㈱
農林課

11,630,000 円

( 注 １) 公共工事は、予定価格が２５０万円を超えると見込まれるものが対象です。
( 注 2)�掲載内容は、公表時点の見通しであり、工事内容・入札時期の変更、工事の中止等、実際に発注する工事がこの掲載と異なる場合、またはこ 

こに掲載されていない工事が発注される場合があります。

測　定　場　所
測　定　結　果

測　定　場　所
測　定　結　果

( 毎時マイクロシーベルト ) ( 毎時マイクロシーベルト )

鬼北町役場 ０．０９ 広見中学校 ０．０８

好藤保育所 ０．０９ 日吉中学校 ０．０８

愛治公民館 ０．０７ 近永小学校 ０．０９

三島公民館 ０．０８ 好藤小学校 ０．０９

小倉コミュニティセンター ０．０９ 愛治小学校 ０．０８

鬼北町役場日吉支所 ０．０７ 三島小学校 ０．０９

父野川下農村広場 ０．０９ 泉小学校 ０．０８

日吉小学校 ０．０８

　３月の測定結果は次のとおりです。

※�測定機器は、Nalシンチレーション式サーベイメータ（ 主にガンマ線
の測定器 ）を使用し、地表面から１m の高さ（保育所、小学校は
50㎝）で実施しています。

※�シーベルト…人体が放射線を受けた時、その影響の度合いを表す目
安となる放射線量の単位。

　（1シーベルト=1,000ミリシーベルト、1ミリシーベルト=1,000 マイクロ
シーベルト）

※�測定値には、気象条件、測定器等により差が出ますので、参考数
値となります。
いずれも国の基準【毎時 0.23 マイクロシーベルト】を下回っており、
通常レベルの範囲内で問題のない数値です。
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第６回愛ある鬼嫁コンテスト第６回愛ある鬼嫁コンテスト

鬼北町で愛を叫ぶ！鬼嫁愛の大声コンテスト鬼北町で愛を叫ぶ！鬼嫁愛の大声コンテスト

【鬼嫁のこども部門】
黒河愛唯さん

【鬼嫁のこども部門】
黒河愛唯さん

【鬼嫁部門】
山崎ゆいさん

【鬼嫁の夫部門】
中矢成之さん

【母に一言】
早起きするぞー！

【夫に一言】
“いってきますのキス”
忘れないでー！！

【妻に一言】
誰か来て、嫁を叱って
くれませんか～！

　令和 5年 3月 26 日に、道の駅　日吉夢産地にて 3年ぶりに開催されました。
　感謝の気持ちや愛する気持ち、思わず笑ってしまう一言など、終始温かな空気に包まれていました。
　令和 5年 3月 26 日に、道の駅　日吉夢産地にて 3年ぶりに開催されました。
　感謝の気持ちや愛する気持ち、思わず笑ってしまう一言など、終始温かな空気に包まれていました。

グラン
プリ受賞者

　鬼北町・北宇和高校が連携して推進している高校魅力化事業の一つ「生徒全国募集」。　
　令和５年４月10日に北宇和高校教育寮第一期生が入学式を迎え、初めて北宇和高校に登校しました。
初めて親元を離れ、生活を共にする仲間と学校の門をくぐりました。
　入学式では、「好奇心を持ってチャレンジ」することや、「高校３年間をどう過ごすかで自分も未来
も変えられる」といった話もあり、生徒たちは改めて学校生活や寮生活への期待に心を躍らせていま
した。
　夕方には、これから寮生活を支えてくださ
る、ハウスマスターや宿直の皆さんと自己紹
介や寮生活でのルールや約束を確認しまし
た。共通の趣味や意外な一面を知り、より一
層、高校生活が楽しくなる予感がします。
　北宇和高校の教育寮は令和５年８月に完成
予定。それまで生徒たちは近永にある空き家
の仮寮に入居しています。全国の数ある高校
の中から北宇和高校に進学した生徒たちが３
年間を楽しく過ごせるよう、地域で温かく見
守っていきましょう。

北宇和高校教育寮北宇和高校教育寮

北宇和高校教育寮第一期生　初登校北宇和高校教育寮第一期生　初登校

日
　
時

５
月
28
日
㈰

９
時
〜
12
時

13
時
〜
16
時
30
分

※

必
要
な
持
参
物
が
な
い
と
手
続

き
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
係
の
み
の
対
応

と
な
り
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
は
平
日
の
み
）。

※

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

日
　
時

５
月
10
日
㈬

５
月
24
日
㈬

※

交
付
時
間
を
19
時
30
分
ま
で
延

長
し
ま
す
。

※

申
請
者
ご
本
人
様
が
、
受
取
り

に
必
要
な
も
の
を
ご
持
参
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。（
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
、
申
請
、
保
険

証
・
口
座
登
録
関
係
は
対
象
外
）

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

　
愛
結
び
と
は
、
愛
媛
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
会
員
制
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

年
齢
や
住
ん
で
い
る
地
域
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
も
と
に
相
手
を

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

５
月
28
日
㈰※

予
約
が
必
要

13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
７

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３

－

５
７

－

６
７
０
５

　
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈬
で
す
。
自
動
車
税
種

別
割
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納

期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
、

ｄ
払
い
、ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ
等
の
決
済

方
法
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た

減
免
制
度
（
申
請
期
間
：
４
月
１

日
〜
５
月
24
日
）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

５
２
１
１

６
月
１
日
〜
７
日
は
「
愛
媛
県

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
早
期
発
見
し
、

早
期
治
療
に
繋
げ
る
た
め
、
こ
の

機
会
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
火
曜
日
（
祝
日
除
く
）

10
時
〜
11
時

（
予
約
不
要
、
無
料
匿
名
）

場
　
所

　
南
予
地
方
局
１
階
予
診
室

（
宇
和
島
保
健
所
）

所
要
時
間

１
時
間
程
度
（
採
血
か
ら
結
果

判
明
ま
で
約
30
分
）

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課
　

　
感
染
症
対
策
係

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

５
２
１
１

　
内
線
２
６
７

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

に
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が

お
ら
ず
、
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し

ま
う
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
鬼
北
町
で
は
、
認
知
症

介
護
の
経
験
を
持
つ
家
族
同
士
の

交
流
を
、
２
ヵ
月
に
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

「
つ
ど
い
」
で
思
い
を
語
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時

　
奇
数
月
の
第
２
金
曜
日

10
時
〜
16
時

 ※

次
回
５
月
12
日
㈮

場
　
所

　
鬼
北
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ひ
ま
わ
り
）

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
で
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
３
１
２
２

　
学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
臨
床
心

理
士
が
、
無
料
で
相
談
を
受
け
ま

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時

５
月
22
日
㈪

13
時
30
分
〜
16
時

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
の
方（
３
名
程
度
）

場
　
所

　
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
15
日
㈪
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課
保
健
係

　
内
線
２
５
０
６

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜
間

交
付
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の

　
　
　
　
　
納
付
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談・検
査
を

　
　
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

相
　
談

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い
に

つ
い
て

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ５月 19 日（金）　10 時～ 15 時

場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり

◆日吉中央集会所

問 人権…町民生活課戸籍住民係 内線 2113

　 行政…総務財政課行政係 内線 2206

　 心配…社会福祉協議会 ☎45－3709

鬼北町では、愛南町・松野町と協定を締結し、消費
生活相談員を雇用して、広域的な消費生活相談に対応

します。
今年度から消費生活相談室窓

口を担当することになりました。
中井佐千代です。消費生活に関
するトラブル解決に向けて悩ま
ずご相談ください。

消費生活相談員紹介

広報きほく　2023.5 18



第６回愛ある鬼嫁コンテスト第６回愛ある鬼嫁コンテスト

鬼北町で愛を叫ぶ！鬼嫁愛の大声コンテスト鬼北町で愛を叫ぶ！鬼嫁愛の大声コンテスト

【鬼嫁のこども部門】
黒河愛唯さん

【鬼嫁のこども部門】
黒河愛唯さん

【鬼嫁部門】
山崎ゆいさん

【鬼嫁の夫部門】
中矢成之さん

【母に一言】
早起きするぞー！

【夫に一言】
“いってきますのキス”
忘れないでー！！

【妻に一言】
誰か来て、嫁を叱って
くれませんか～！

　令和 5年 3月 26 日に、道の駅　日吉夢産地にて 3年ぶりに開催されました。
　感謝の気持ちや愛する気持ち、思わず笑ってしまう一言など、終始温かな空気に包まれていました。
　令和 5年 3月 26 日に、道の駅　日吉夢産地にて 3年ぶりに開催されました。
　感謝の気持ちや愛する気持ち、思わず笑ってしまう一言など、終始温かな空気に包まれていました。

グラン
プリ受賞者

　鬼北町・北宇和高校が連携して推進している高校魅力化事業の一つ「生徒全国募集」。　
　令和５年４月10日に北宇和高校教育寮第一期生が入学式を迎え、初めて北宇和高校に登校しました。
初めて親元を離れ、生活を共にする仲間と学校の門をくぐりました。
入学式では、「好奇心を持ってチャレンジ」することや、「高校３年間をどう過ごすかで自分も未来
も変えられる」といった話もあり、生徒たちは改めて学校生活や寮生活への期待に心を躍らせていま
した。
夕方には、これから寮生活を支えてくださ
る、ハウスマスターや宿直の皆さんと自己紹
介や寮生活でのルールや約束を確認しまし
た。共通の趣味や意外な一面を知り、より一
層、高校生活が楽しくなる予感がします。
北宇和高校の教育寮は令和５年８月に完成
予定。それまで生徒たちは近永にある空き家
の仮寮に入居しています。全国の数ある高校
の中から北宇和高校に進学した生徒たちが３
年間を楽しく過ごせるよう、地域で温かく見
守っていきましょう。

北宇和高校教育寮北宇和高校教育寮

北宇和高校教育寮第一期生 初登校北宇和高校教育寮第一期生 初登校

日
　
時

　
５
月
28
日
㈰

　
９
時
〜
12
時

13
時
〜
16
時
30
分

※

必
要
な
持
参
物
が
な
い
と
手
続

き
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
係
の
み
の
対
応

と
な
り
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
は
平
日
の
み
）。

※

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

　
２
１
１
３

日
　
時

　
５
月
10
日
㈬

　
５
月
24
日
㈬

※

交
付
時
間
を
19
時
30
分
ま
で
延

長
し
ま
す
。

※

申
請
者
ご
本
人
様
が
、
受
取
り

に
必
要
な
も
の
を
ご
持
参
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。（
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
、
申
請
、
保
険

証
・
口
座
登
録
関
係
は
対
象
外
）

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

　
２
１
１
３

　
愛
結
び
と
は
、
愛
媛
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
会
員
制
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

年
齢
や
住
ん
で
い
る
地
域
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
も
と
に
相
手
を

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
５
月
28
日
㈰※

予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

内
線
２
２
１
７

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

南
予
事
務
所

☎
０
８
９
３

－
５
７

－

６
７
０
５

　
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈬
で
す
。
自
動
車
税
種

別
割
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納

期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
、

ｄ
払
い
、ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ
等
の
決
済

方
法
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た

減
免
制
度
（
申
請
期
間
：
４
月
１

日
〜
５
月
24
日
）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課

☎
０
８
９
５

－

２
２

－

５
２
１
１

　
６
月
１
日
〜
７
日
は
「
愛
媛
県

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
早
期
発
見
し
、

早
期
治
療
に
繋
げ
る
た
め
、
こ
の

機
会
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
火
曜
日
（
祝
日
除
く
）

10
時
〜
11
時

　（
予
約
不
要
、
無
料
匿
名
）

場
　
所

　
南
予
地
方
局
１
階
予
診
室

　（
宇
和
島
保
健
所
）

所
要
時
間

　
１
時
間
程
度
（
採
血
か
ら
結
果

判
明
ま
で
約
30
分
）

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課
　

　
感
染
症
対
策
係

☎
０
８
９
５

－

２
２

－

５
２
１
１

内
線
２
６
７

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

に
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が

お
ら
ず
、
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し

ま
う
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
鬼
北
町
で
は
、
認
知
症

介
護
の
経
験
を
持
つ
家
族
同
士
の

交
流
を
、
２
ヵ
月
に
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

「
つ
ど
い
」
で
思
い
を
語
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時

　
奇
数
月
の
第
２
金
曜
日

10
時
〜
16
時

 ※

次
回
５
月
12
日
㈮

場
　
所

　
鬼
北
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
ひ
ま
わ
り
）

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
で
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
３
１
２
２

　
学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
臨
床
心

理
士
が
、
無
料
で
相
談
を
受
け
ま

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
５
月
22
日
㈪

　
13
時
30
分
〜
16
時

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
の
方（
３
名
程
度
）

場
　
所

　
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
15
日
㈪
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課
保
健
係

　
内
線
２
５
０
６

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜
間

交
付
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の

納
付
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談・検
査
を

　
　
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

相
　
談

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い
に

つ
い
て

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ５月 19 日（金）　10 時～ 15 時

場所　◆鬼北町総合福祉センターひまわり

◆日吉中央集会所

問 人権…町民生活課戸籍住民係　内線 2113

　 行政…総務財政課行政係　　　　　内線 2206

　 心配…社会福祉協議会　　　　　　☎45－3709

　鬼北町では、愛南町・松野町と協定を締結し、消費
生活相談員を雇用して、広域的な消費生活相談に対応

します。
　今年度から消費生活相談室窓
口を担当することになりました。
中井佐千代です。消費生活に関
するトラブル解決に向けて悩ま
ずご相談ください。

消費生活相談員紹介

広報きほく　2023.519



竹
の
子
川
柳
会

５・７・５に乗せて

▲修理後 ▲修理前

等
美
し
く
よ
み
が
え
っ
た
仏
教
絵
画

　
令
和
五
年
三
月
、町
指
定
文
化
財
で
あ
る「
絹
本
著
色
　
授
戒
本
尊

図
」（
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
　
じ
ゅ
か
い
ほ
ん
ぞ
ん
ず
）の
保
存

修
理
が
完
了
し
ま
し
た
。等
妙
寺
に
伝
来
す
る
本
図
は
、絹
の
上
に
色

絵
具
で
描
か
れ
た
仏
教
絵
画
で
、今
か
ら
お
よ
そ
五
七
〇
年
前
、十
五

世
紀
半
ば（
室
町
時
代
）に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。歴
史
的
価
値
は

非
常
に
高
く
、か
つ
て
中
世
等
妙
寺
で
行
わ
れ
て
い
た「
重
授
戒
灌

頂
」（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
か
い
か
ん
じ
ょ
う
）と
い
う
特
別
な
儀
式
で
は
、本

尊
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
に
幾
度
か
の
修
理
を
経
つ
つ
も
、経
年
に
よ
り
横
折
れ

や
し
わ
、汚
れ
や
絵
具
の
剥
落
な
ど
全
体
的
に
傷
み
が
生
じ
、改
め
て

修
理
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。本
図
の
重
要
性
を
鑑
み
、

京
都
の
文
化
財
保
存
修
理
所
に
て
適
切
に
保
存
修
理
す
る
こ
と
と
な

り
、一
年
の
期
間
を
経
て
美
し
く
よ
み
が
え
っ
た
わ
け
で
す
。

　
修
理
の
サ
イ
ク
ル
は
お
よ
そ
一
〇
〇
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。町

の
貴
重
な
文
化
財
、次
の
一
〇
〇
年
に
向
け
、使
命
感
を
持
っ
て
守
り

伝
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

せ
つ
や
く
し
お
金
を
た
め
て
ゆ
う
え
ん
ち

小
学
校
一
年
生

ド
ン
ド
ン
と
心
の
ま
ど
は
ひ
ら
い
て
く

小
学
校
三
年
生

大
そ
う
じ
部
屋
全
体
が
か
が
や
い
た

小
学
校
四
年
生

雷
は
ま
る
で
輝
く
線
の
よ
う

小
学
校
四
年
生

毎
日
が
か
が
や
く
日
だ
な
今
日
も
だ
よ

小
学
校
四
年
生

ほ
し
た
ち
が
き
ら
り
か
が
や
く
き
れ
い
だ
な

小
学
校
五
年
生

キ
ラ
キ
ラ
と
夕
日
か
が
や
く
下
校
中

小
学
校
五
年
生

人
生
は
自
分
輝
く
物
語

小
学
校
六
年
生

今
年
初
部
活
練
習
つ
い
て
け
ず中

学
校
一
年
生

ド
ン
マ
イ
の
一
言
で
ま
た
頑
張
れ
る

中
学
校
一
年
生

よ
ー
い
ド
ン
こ
っ
か
ら
始
ま
る
テ
ス
ト
期
間

高
校
一
年
生

全
員
で
き
つ
い
練
習
乗
り
越
え
る高

校
二
年
生

一
票
を
輝
く
未
来
願
い
こ
め

高
校
三
年
生

ひ
よ
し
川
柳
会

遊
ぶ
時
何
故
か
痛
み
を
忘
れ
て
る兵

頭
チ
ヨ
カ

ひ
ま
は
敵
脳
が
萎
縮
し
て
し
ま
う山

本
　
　
節

歩
を
並
べ
は
さ
み
将
棋
は
孫
相
手兵

頭
　
好
子

割
れ
鍋
に
綴
じ
蓋
歩
い
て
五
十
年若

宮
　
賢
敬

水
温
み
春
だ
と
風
が
さ
さ
や
い
た水

野
す
み
こ

温
和
な
人
と
話
せ
ば
何
故
か
落
ち
着
け
る

木
村
　
貞
子

体
温
計
恋
の
温
度
が
計
れ
な
い

渡
辺
　
光
男

温
度
差
が
ひ
ど
い
地
球
も
病
ん
で
い
る

中
城
　
英
雄

中
三
の
孫
は
見
事
に
サ
ク
ラ
サ
ク川

添
　
忠
昭

母
が
ま
だ
そ
こ
に
居
そ
う
な
三
回
忌

大
崎
　
五
葉

飛
ん
で
行
く
祝
儀
の
餅
よ
湧
く
米
寿

宇
都
宮
　
忍

三
寒
四
温
小
さ
な
庭
に
蕗
の
薹

菅
原
　
由
紀

集
団
に
な
る
と
モ
ラ
ル
も
乱
れ
が
ち

宮
川
　
柳
酔

三
寒
の
最
後
早
起
き
手
の
痺
れ

熊
本
　
忠
眞

鬼
北
の
足
跡
を
た
ど
る
【
第
１
回
】
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コラムの広場

「手話コミュニケーションの楽しさと喜びを広めたい」

手話サークルゆず

野口　貴博

地域おこし協力隊３年目
の ぐち たかひろ

きほくのまち人探訪
かして表情豊かに表現することも、上手
な手話のポイントです。
　オリンピックの開閉会式や、政府の記
者会見、手話を取り入れたテレビドラマ
の放送など、さまざまな場面で手話を目
にする機会が増えた昨今。ろうあ者同士
のコミュニケーション手段としてだけで
なく、高齢になって耳が遠くなったとき
などにも、手話を知っていれば便利です。
「まずは気軽に“手話べり”してみません
か？」と話す代表の高田妙さん＝近永＝。
手話コミュニケーションを楽しみながら、
ろうあ者と意思疎通できる喜びを広めて
いきたいと、笑顔で話していました。

　手話に興味のある方が集まり、定期的
に勉強会などを行っている「手話サーク
ルゆず」。日々の出来事や仕事のことな
ど、何気ない日常を手話でおしゃべり（手
話べり）しながら、楽しく活動していま
す。
　たくさんの手話単語を覚えたり、思い
通りに手を動かすことが意外と難しい手
話。サークルの講師で、ろう者の大森た
かみさん＝四万十市＝は、「伝えようと
する気持ちが大事！」「手話単語を覚え
ていなくても、身振り手振りでイメージ
を形にして！」と、熱血指導でメンバー
を盛り上げます。顔の筋肉をしっかり動

「Kihoku Town is rich in nature」ＡＬＴの鬼の里Ｄiary ～Nicole編～

　日本にいて子どもたちと一緒に仕事を
することで、私は自然とそれがもたらす
安らぎに感謝するようになりました。学
校でのお昼休みは、外で過ごします。
　深呼吸をして、外での時間を楽しむこ
とを意識しています。出目から日吉まで
通勤する時も、景色を楽しみながらドラ
イブしています。
　桜の季節は過ぎましたが、春の陽気は
鬼北町に存在する自然の美しさを思い出
させてくれます。それを体験できること
を私はうれしく思います。

　鬼北町は自然の美しさに満ちていま
す。
　夫と私は日本に引っ越す前、ロサンゼ
ルスに住んでいました。ロサンゼルスは、
何キロメートルにも渡って、家屋やビル
が隣り合わせにある大規模で騒々しい都
市です。
　自由な時間には、携帯電話やコン
ピューターを見て過ごすことが多かった
です。屋外で過ごしたりすることはあま
りなく、自然を見ることもなく何週間も
過ごしていました。

「協力隊任期修了を見据えて」

▲低温調理を行った猪肉

地域おこし協力隊活動日記
クで猪肉とは思えない品になりました。
　鬼北町に来てから美味しいと感じた地
場産品と出会い、色々な人に美味しいを
届けたいと思うようになったので、飲食
店を開業して微力ながら鬼北町の美味し
いを発信していきたいと思います。

　鬼北町に来てから早いもので２年経ち
ました。１年目は道の駅で食品乾燥機を
用いたひがしやま・あんぽ柿の製造に取
り組み、２年目は新しく出来たコワーキ
ングスペースwarmth の施設利用促進や
北宇和高校生と一緒にきじカレーパンや
ＢＢＱソースを作ったりと様々な物事に
取り組ませていただきました。
　実は私自身レストランを運営していた
経歴があり、飲食関係の相談を受けてい
ます。先日は猪を使った新しい食べ方を
模索されている事業者から、「普通に焼
くと硬くなり歯ごたえを感じるが少し食
べにくい」という声がありましたので、
しっかり下処理を行い低温で調理したと
ころ、身も程よく柔らかく、脂もサクサ
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の

１

枚

院内でのマスク着用のお願い

　新型コロナウイルス感染もワクチン接
種の普及やウイルスそのものの弱毒化に
より、重症化や入院を必要とする方も少
なく、患者数としても減少しております。
５月８日からは感染症法上の位置づけが
２類相当から、季節性インフルエンザと
同等の５類に引き下げられます。それに
先行して４月からはマスクの着用も個人
の裁量に委ねられることとなりました。
特にこれからの季節は熱中症のリスクが
高まる可能性もありますので、屋外等状
況に応じてマスクの着用には注意が必要
です。
　しかしながらウイルスの感染力そのも
のが低下したわけではなく、町内でも散
発的に医療機関や福祉施設での集団発生
がみられております。当院では院内感染
防止のため、来院時の体温測定、手指消
毒と合わせて院内でのマスク着用も継続
しておりますので、皆さまのご理解ご協
力をお願いいたします。

北宇和病院
だよりNo.37 新しく開始する母子保健事業をご紹介します

産前産後ケア教室
　新しくできた、きほくの里保育園内にある子育て支援センターゆめ
ぽっけで、妊産婦さんに向け産前産後ケア教室を行います。
　理学療法士から妊娠中や産後のママの身体の変化やケアについて、体
を少し動かしながら学べる教室です。同じくらいの出産予定や同じくら
いの月齢のお子さんがいるお母さん同士の出会いの場としてもご利用く
ださい。
　詳細は町のホームページや公式 LINE、通知等でお知らせします。
子育て支援ヘルパー
　家事または育児の支援が必要なご家庭に町が委託したヘルパーが訪問
して、乳幼児の身の回りの世話や家事などのサポートを行う子育て支援
を開始します。
●対　象　者：妊婦と未就学児の子どもがいる家庭
●利　用　料：無料
●利用時間：１回につき２時間以内、１日２回まで
ご利用の申請は保健介護課（子育て世代包括支援センター「おにっこ」）
で受け付けます。母子健康手帳をご持参ください。
公式ＬＩＮＥより、乳幼児健診や各種教室の参加申し込み開始
　昨年度より開設した子育て世代包括支援センターおにっこ公式 LINE
に新しい機能を追加しました。
　鬼北町で実施している乳幼児健康診査や育児相談、離乳食講座等の教
室、上記の産前産後ケア教室の参加の連絡が LINE からできるようにな
りました。参加の申し込みだけでなく、キャンセルのご連絡もでき、次
回の日程をご案内することも可能です。時間を気にせず送信できるので
便利です。
　申し込みは下記 QRコードから友だち追加してください。また、各健診
や教室のご案内文章にもQRコードを載せていますのでご利用ください。

友だち追加お願いします

問 保健介護課　保健係　内線 3113 ～ 3116
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院内でのマスク着用のお願い

　新型コロナウイルス感染もワクチン接
種の普及やウイルスそのものの弱毒化に
より、重症化や入院を必要とする方も少
なく、患者数としても減少しております。
５月８日からは感染症法上の位置づけが
２類相当から、季節性インフルエンザと
同等の５類に引き下げられます。それに
先行して４月からはマスクの着用も個人
の裁量に委ねられることとなりました。
特にこれからの季節は熱中症のリスクが
高まる可能性もありますので、屋外等状
況に応じてマスクの着用には注意が必要
です。
　しかしながらウイルスの感染力そのも
のが低下したわけではなく、町内でも散
発的に医療機関や福祉施設での集団発生
がみられております。当院では院内感染
防止のため、来院時の体温測定、手指消
毒と合わせて院内でのマスク着用も継続
しておりますので、皆さまのご理解ご協
力をお願いいたします。

北宇和病院
だよりNo.37 新しく開始する母子保健事業をご紹介します

産前産後ケア教室
　新しくできた、きほくの里保育園内にある子育て支援センターゆめ
ぽっけで、妊産婦さんに向け産前産後ケア教室を行います。
　理学療法士から妊娠中や産後のママの身体の変化やケアについて、体
を少し動かしながら学べる教室です。同じくらいの出産予定や同じくら
いの月齢のお子さんがいるお母さん同士の出会いの場としてもご利用く
ださい。
　詳細は町のホームページや公式 LINE、通知等でお知らせします。
子育て支援ヘルパー
　家事または育児の支援が必要なご家庭に町が委託したヘルパーが訪問
して、乳幼児の身の回りの世話や家事などのサポートを行う子育て支援
を開始します。
　●対　象　者：妊婦と未就学児の子どもがいる家庭
　●利　用　料：無料
　●利用時間：１回につき２時間以内、１日２回まで
　ご利用の申請は保健介護課（子育て世代包括支援センター「おにっこ」）
で受け付けます。母子健康手帳をご持参ください。
公式ＬＩＮＥより、乳幼児健診や各種教室の参加申し込み開始
　昨年度より開設した子育て世代包括支援センターおにっこ公式 LINE
に新しい機能を追加しました。
　鬼北町で実施している乳幼児健康診査や育児相談、離乳食講座等の教
室、上記の産前産後ケア教室の参加の連絡が LINE からできるようにな
りました。参加の申し込みだけでなく、キャンセルのご連絡もでき、次
回の日程をご案内することも可能です。時間を気にせず送信できるので
便利です。
　申し込みは下記 QRコードから友だち追加してください。また、各健診
や教室のご案内文章にもQRコードを載せていますのでご利用ください。

友だち追加お願いします
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問保健介護課　保健係　内線3116

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！

きほく減塩応援レシピ 『新玉ねぎの和風ステーキ』
１人当たりの栄養量
エネルギー：80㎉　たんぱく質：2.0g
脂質：4.1g　炭水化物：9.1g　食塩相当量：0.9g

じっくり火を通すことで新玉ねぎの甘みを引き出します。香ばしい焦げ目と、甘くてほくほくした旬の香りで満足感のある一品
です。もう一品野菜が欲しい時や、おつまみに！おすすめのお手軽メニューです。

材料（２人分）
新玉ねぎ…１個、片栗粉…適量、ごま油…大さじ１、しょうゆ…小さじ２、
七味唐辛子…少々、鰹節…小パック 1/2 袋

作り方
➊新玉ねぎを１cm の輪切りにする。層がばらばらにならないようにつ
まようじをさし、断面に片栗粉をまぶす。

➋フライパンにごま油を熱し、新玉ねぎを並べて中火で加熱する。焦げ
つかないように様子を見ながら、5 分程度じっくり加熱する。香ばし
く色づいたら裏返す。裏返してさらに 4～ 5分焼く。

➌➋にしょうゆを回しいれて、全体に絡むようフライパンをゆする。
➍器に盛りつけてつまようじを抜き、七味唐辛子、かつおぶしを振りかける。

―食生活改善推進協議会好藤支部―食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ

近
永
地
区
に
お
住
ま
い
の
渡
辺
さ
ん
ご
家
族
。

多
趣
味
の
隆
寛
さ
ん
は
、
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ
、

Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
す
る
ほ
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
。
町
外
か
ら
鬼

北
町
に
嫁
い
で
来
た
麿
美
さ
ん
は
、
当
初
鬼
北
町

に
移
り
住
む
事
に
不
安
も
あ
り
、
前
向
き
で
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
車
を
少
し
走
ら
せ

れ
ば
身
の
回
り
の
も
の
が
何
で
も
揃
う
利
便
性

や
、
お
隣
に
住
む
義
父
母
の
お
力
添
え
も
あ
り
、

今
で
は
住
み
や
す
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
長
女
の
芽

依
ち
ゃ
ん
は
ダ
ン
ス
や
お
ま
ま
ご
と
遊
び
が
大
好

き
。
最
近
で
は
自
分
の
感
情
を
言
葉
で
表
現
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
妹
の
彩

ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
し
た
り
と
優
し
い
お
姉
さ
ん

で
す
。
７
月
で
１
歳
を
迎
え
る
彩
ち
ゃ
ん
は
、
最

近
歯
が
生
え
て
き
ま
し
た
。
徐
々
に
人
見
知
り
を

し
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
取
材
時
も
元
気
に
動

き
回
る
な
ど
、
笑
顔
の
素
敵
な
彩
ち
ゃ
ん
。

そ
ん
な
２
人
に
は
、「
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き

く
成
長
し
て
ほ
し
い
。
自
由
に
の
び
の
び
と
生
き

て
ほ
し
い
」
と
願
う
渡
辺
夫
婦
。
コ
ロ
ナ
渦
で
の

育
児
は
我
慢
が
多
く
、
お
外
遊
び
や
町
外
へ
の
お

出
か
け
も
制
限
さ
れ
る
中
で
、
ど
う
や
っ
て
家
族

と
の
時
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を

模
索
し
な
が
ら
も
、
今
年
は
少
し
ず
つ
出
か
け
る

時
間
を
確
保
し
、
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
沢
山
作

り
た
い
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
芽
依
ち
ゃ

ん
・
彩
ち
ゃ
ん
が
も
う
少
し
成
長
し
た
ら
、
隆
寛

さ
ん
の
趣
味
で
あ
る
キ
ャ
ン
プ
を
し
に
家
族
で
出

か
け
る
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

次
回
は
隆
寛
さ
ん
の
職
場
の
同
僚
、
郷
良
さ

ん
ご
家
族
で
す
。

「
今
」を
楽
し
く
大
切
に

渡
辺
　
隆た

か
ひ
ろ寛

さ
ん
　
　
麿ま

美み

さ
ん

　
　
　
　
　
芽め

い依
ち
ゃ
ん
　 

彩あ
や

ち
ゃ
ん

No.143


